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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信の方法であって、
　タイミング調整グループ（ＴＡＧ）のセットを識別することと、
　各々が物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）送信のためにグループにおいてア
グリゲートされたキャリアを有するＰＵＣＣＨセルグループのセットを識別することと、
前記ＰＵＣＣＨセルグループは、第１のＰＵＣＣＨセルグループと第２のＰＵＣＣＨセル
グループとを備える、
　ＴＡＧの前記セットとＰＵＣＣＨセルグループの前記セットとの間の、基地局によって
構成された、関連付けに基づいてタイミングアライメントプロシージャをそれについて実
行すべきサービングセルのサブセットを決定することと、
　ＴＡＧの前記セットの各ＴＡＧについて時間アライメントタイマを開始することと、
　前記時間アライメントタイマが満了したら前記第１または第２のＰＵＣＣＨセルグルー
プのうちの少なくとも１つのサービングセルについて前記タイミングアライメントプロシ
ージャを実施することと、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記タイミングアライメントプロシージャは、ＰＵＣＣＨイネーブルドセルにおいてＰ
ＵＣＣＨをリリースするように無線リソース制御（ＲＲＣ）コントロールエンティティに
通知すること、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）をリリースするように前記ＲＲＣコン
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トロールエンティティに通知すること、サービングセルについてハイブリッド自動再送要
求（ＨＡＲＱ）バッファをフラッシュすること、サービングセルについてダウンリンク（
ＤＬ）割当てをクリアすること、またはサービングセルについてアップリンク（ＵＬ）グ
ラントをクリアすること、のうちの少なくとも１つを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ＰＵＣＣＨセルグループの前記セットとプライマリＴＡＧ（ｐＴＡＧ）との間の関連付
けを識別することをさらに備え、
　ＴＡＧの前記セットは、前記ｐＴＡＧからなり、
　前記方法は特に、
　前記ｐＴＡＧについて時間アライメントタイマを開始することと、
　前記時間アライメントタイマが満了したら、ＰＵＣＣＨセルグループの前記セットのサ
ービングセルについて、タイミングアライメントプロシージャを実施することと、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　プライマリＴＡＧ（ｐＴＡＧ）と前記第１のＰＵＣＣＨセルグループとの間の関連付け
を識別することと、
　ＰＵＣＣＨセカンダリＴＡＧ（ｐｓＴＡＧ）と前記第２のＰＵＣＣＨセルグループとの
間の関連付けを識別することと、
　をさらに備え、ＴＡＧの前記セットは、前記ｐＴＡＧと前記ｐｓＴＡＧとを備える、
　前記方法は特に、
　前記ｐＴＡＧについての第１の時間アライメントタイマと、前記ｐｓＴＡＧについての
第２の時間アライメントタイマとを開始することと、
　前記第１の時間アライメントタイマが満了したら前記第１のＰＵＣＣＨセルグループの
サービングセルについて、または前記第２の時間アライメントタイマが満了したら前記第
２のＰＵＣＣＨセルグループのサービングセルについて、タイミングアライメントプロシ
ージャを実施することと、
　をさらに備える、または、
　前記方法は特に、
　セカンダリＴＡＧ（ｓＴＡＧ）と前記第１または第２のＰＵＣＣＨセルグループのいず
れかとの間の関連付けを識別することをさらに備え、
　ＴＡＧの前記セットは、前記ｓＴＡＧを備える、または、
　前記方法は特に、
　セカンダリＴＡＧ（ｓＴＡＧ）の第１のサービングセルと前記第１のＰＵＣＣＨセルグ
ループとの間の関連付けを識別することと、
　前記ｓＴＡＧの第２のサービングセルと前記第２のＰＵＣＣＨセルグループとの間の関
連付けを識別することと、
　をさらに備え、ＴＡＧの前記セットは、前記ｓＴＡＧを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　基地局におけるワイヤレス通信の方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）のためにプライマリタイミング調整グループ（ｐＴＡＧ）を設定す
ることと、
　前記ＵＥのために物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）セルグループのセット
を設定することと、ここで、各ＰＵＣＣＨセルグループは、ＰＵＣＣＨ送信のためにグル
ープにおいてアグリゲートされたキャリアを有し、ＰＵＣＣＨセルグループの前記セット
は、第１のＰＵＣＣＨセルグループと第２のＰＵＣＣＨセルグループとを備える、
　前記ｐＴＡＧのサービングセルの第１のセットを前記第１のＰＵＣＣＨセルグループに
関連付けることと、ここにおいて、前記関連付けは、前記ＵＥがタイミングアライメント
プロシージャをそれについて実行すべきサービングセルのサブセットを決定することに使
用される、
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　を備える方法。
【請求項６】
　前記ｐＴＡＧのサービングセルの第２のセットを前記第２のＰＵＣＣＨセルグループに
関連付けることをさらに備える、請求項５に記載の方法、または、
　前記第１のＰＵＣＣＨセルグループおよび前記第２のＰＵＣＣＨセルグループは、前記
ＵＥのためのサービングセルからなる、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＵＥのためにＰＵＣＣＨセカンダリタイミング調整グループ（ｐｓＴＡＧ）を設定
することと、
　前記ｐｓＴＡＧを前記第２のＰＵＣＣＨセルグループに関連付けることと、
　をさらに備える、
　前記方法は特に、
　前記ＵＥのためにセカンダリＴＡＧ（ｓＴＡＧ）を設定することと、
　前記ｓＴＡＧを前記第１または第２のＰＵＣＣＨセルグループのいずれかに関連付ける
ことと、
　をさらに備える、または、
　前記方法は特に、
　前記ＵＥのためにセカンダリＴＡＧ（ｓＴＡＧ）を設定することと、
　前記ｓＴＡＧのサービングセルの第１のセットを前記第１のＰＵＣＣＨセルグループに
関連付けることと、
　前記ｓＴＡＧのサービングセルの第２のセットを前記第２のＰＵＣＣＨセルグループに
関連付けることと、
　をさらに備える、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１のＰＵＣＣＨセルグループは、プライマリセル（ＰＣｅｌｌ）を備えるサービ
ングセルのセットであり、
　前記第２のＰＵＣＣＨセルグループは、ＰＵＣＣＨイネーブルドセカンダリセル（ＰＳ
Ｃｅｌｌ）を備えるサービングセルのセットである、
　請求項５に記載の方法、または、
　前記ｐＴＡＧおよびＰＵＣＣＨセカンダリＴＡＧ（ｐｓＴＡＧ）について時間アライメ
ントタイマを開始することをさらに備える、請求項５に記載の方法、または、
　セカンダリＴＡＧ（ｓＴＡＧ）について時間アライメントタイマを開始することをさら
に備える、請求項５に記載の方法。
【請求項９】
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　タイミング調整グループ（ＴＡＧ）のセットを識別するための手段と、
　各々が物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）送信のためにグループにおいてア
グリゲートされたキャリアを有するＰＵＣＣＨセルグループのセットを識別するための手
段と、前記ＰＵＣＣＨセルグループは、第１のＰＵＣＣＨセルグループと第２のＰＵＣＣ
Ｈセルグループとを備える、
　ＴＡＧの前記セットとＰＵＣＣＨセルグループの前記セットとの間の、基地局によって
構成された関連付けに基づいてタイミングアライメントプロシージャをそれについて実行
すべきサービングセルのサブセットを決定するための手段と、
　ＴＡＧの前記セットの各ＴＡＧについて時間アライメントタイマを開始するための手段
と、
　前記時間アライメントタイマが満了したら前記第１または第２のＰＵＣＣＨセルグルー
プのうちの少なくとも１つのサービングセルについて前記タイミングアライメントプロシ
ージャを実施するための手段と、
　を備える、装置。
【請求項１０】
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　前記タイミングアライメントプロシージャは、ＰＵＣＣＨイネーブルドセルにおいてＰ
ＵＣＣＨをリリースするように無線リソース制御（ＲＲＣ）コントロールエンティティに
通知すること、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）をリリースするように前記ＲＲＣコン
トロールエンティティに通知すること、サービングセルについてハイブリッド自動再送要
求（ＨＡＲＱ）バッファをフラッシュすること、サービングセルについてダウンリンク（
ＤＬ）割当てをクリアすること、またはサービングセルについてアップリンク（ＵＬ）グ
ラントをクリアすること、のうちの少なくとも１つを備える、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　ＰＵＣＣＨセルグループの前記セットとプライマリＴＡＧ（ｐＴＡＧ）との間の関連付
けを識別するための手段をさらに備え、
　ＴＡＧの前記セットは、前記ｐＴＡＧからなる、
　請求項９に記載の装置、または、
　プライマリＴＡＧ（ｐＴＡＧ）と前記第１のＰＵＣＣＨセルグループとの間の関連付け
を識別するための手段と、
　ＰＵＣＣＨセカンダリＴＡＧ（ｐｓＴＡＧ）と前記第２のＰＵＣＣＨセルグループとの
間の関連付けを識別するための手段と、
　をさらに備え、ＴＡＧの前記セットは、前記ｐＴＡＧと前記ｐｓＴＡＧとを備える、
　請求項９に記載の装置、または、
　前記第１のＰＵＣＣＨセルグループは、プライマリセル（ＰＣｅｌｌ）を備えるサービ
ングセルのセットであり、
　前記第２のＰＵＣＣＨセルグループは、ＰＵＣＣＨイネーブルドセカンダリセル（ＰＳ
Ｃｅｌｌ）を備えるサービングセルのセットである、
　請求項９に記載の装置。
【請求項１２】
　基地局におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）のためにプライマリタイミング調整グループ（ｐＴＡＧ）を設定す
るための手段と、
　前記ＵＥのために物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）セルグループのセット
を設定するための手段と、ここで、各ＰＵＣＣＨセルグループは、ＰＵＣＣＨ送信のため
にグループにおいてアグリゲートされたキャリアを有し、ＰＵＣＣＨセルグループの前記
セットは、第１のＰＵＣＣＨセルグループと第２のＰＵＣＣＨセルグループとを備える、
　前記ｐＴＡＧのサービングセルの第１のセットを前記第１のＰＵＣＣＨセルグループに
関連付けるための手段と、ここにおいて、前記関連付けは、前記ＵＥがタイミングアライ
メントプロシージャをそれについて実行すべきサービングセルのサブセットを決定するこ
とに使用される、
　を備える装置。
【請求項１３】
　前記ｐＴＡＧのサービングセルの第２のセットを前記第２のＰＵＣＣＨセルグループに
関連付けるための手段をさらに備える、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記第１のＰＵＣＣＨセルグループおよび前記第２のＰＵＣＣＨセルグループは、前記
ＵＥのためのサービングセルからなる、請求項１２に記載の装置。
【請求項１５】
　コンピュータ上で実行されたときに、請求項１乃至８のうちのいずれかに従う方法を実
施するための命令を備える、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]　本特許出願は、各々が本願の譲受人に譲渡された、２０１５年８月４日に出願
された「Timing Alignment Procedures for Dual PUCCH」と題するＶａｊａｐｅｙａｍら
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の米国特許出願第１４／８１８，１０７号、および２０１４年８月５日に出願された「Ti
ming Alignment Procedures for Dual PUCCH」と題するＶａｊａｐｅｙａｍらの米国仮特
許出願第６２／０３３，５９３号に基づく優先権を主張する。
【０００２】
　[0002]　本開示は、例えば、ワイヤレス通信に関し、より詳細には、デュアル物理アッ
プリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）のためのタイミングアライメントプロシージャ（ti
ming alignment procedures）に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング
、ブロードキャスト等のような、様々なタイプの通信コンテンツを提供するように広く展
開されている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（例えば、時間、周波
数、および電力）を共有することによって多数のユーザとの通信をサポートすることが可
能な多元接続システムであり得る。このような多元接続システムの例には、符号分割多元
接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続
（ＦＤＭＡ）システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、例えば
、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ（登録商標））システム、が含まれる。
【０００４】
　[0004]　例として、ワイヤレス多元接続通信システムは、いくつもの基地局を含むこと
ができ、その各々が、ＵＥとしても知られる、マルチプルな通信デバイスのための通信を
同時にサポートする。基地局は、ユーザ機器（ＵＥ）と、（例えば、基地局からＵＥへの
送信のための）ダウンリンクチャネルおよび（例えば、ＵＥから基地局への送信のための
）アップリンクチャネル上で通信しうる。ＵＥは、ＵＥと基地局との間の伝搬遅延を考慮
するためにアップリンク（ＵＬ）送信を調整し得る。例えば、基地局は、ＵＬメッセージ
が基地局に到達するのに要する時間を考慮するためにデフォルト同期時間よりもわずかに
前にＵＬメッセージを送信するようにＵＥに指示する時間アライメントコマンド（time a
lignment command）を送信し得る。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]　本開示は、一般に、ワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、デュアル
物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）のためのタイミングアライメントプロシー
ジャのためのシステム、方法、および／または装置に関する。基地局は、ユーザ機器（Ｕ
Ｅ）のためにＰＵＣＣＨセルグループのセットおよびタイミング調整グループ（ＴＡＧ：
timing adjustment groups）のセットを設定し得る。ＴＡＧ内のサービングセルは、異な
るＰＵＣＣＨセルグループに関連付けられ得る。ＵＥは、各ＴＡＧについて時間アライメ
ントタイマ（time alignment timer）を開始し、タイミング調整コマンドを受け取る前に
タイマが満了した場合、ＵＥはＴＡＧとＰＵＣＣＨセルグループとの間の関連付けに基づ
いてサービングセルのサブセットについてタイミグアライメントプロシージャを開始し得
る。例えば、ＵＥは、どのＰＵＣＣＨセルがタイマの満了したＴＡＧ内にあるかを決定し
、それらのＰＵＣＣＨセルのＰＵＣＣＨセルグループについてタイミングアライメントプ
ロシージャを実施し得る。
【０００６】
　[0006]　デュアルＰＵＣＣＨのためのタイミングアライメントプロシージャの方法につ
いて説明する。該方法は、ＴＡＧのセットを識別することと、第１のＰＵＣＣＨセルグル
ープと第２のＰＵＣＣＨセルグループとを備えるＰＵＣＣＨセルグループのセットを識別
することと、ＴＡＧのセットとＰＵＣＣＨセルグループのセットとの間の関連付けに基づ
いてタイミングアライメントプロシージャを決定することとを含み得る。
【０００７】
　[0007]　デュアルＰＵＣＣＨのためのタイミングアライメントプロシージャのための装
置について説明する。該装置は、ＴＡＧのセットを識別するための手段と、第１のＰＵＣ
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ＣＨセルグループと第２のＰＵＣＣＨセルグループとを備えるＰＵＣＣＨセルグループの
セットを識別するための手段と、ＴＡＧのセットとＰＵＣＣＨセルグループのセットとの
間の関連付けに基づいてタイミングアライメントプロシージャを決定するための手段とを
含み得る。
【０００８】
　[0008]　デュアルＰＵＣＣＨのためのタイミングアライメントプロシージャのための装
置について説明する。該装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信するメモリと、メ
モリに格納された命令とを含み得、該命令は、ＴＡＧのセットを識別することと、第１の
ＰＵＣＣＨセルグループと第２のＰＵＣＣＨセルグループとを備えるＰＵＣＣＨセルグル
ープのセットを識別することと、ＴＡＧのセットとＰＵＣＣＨセルグループのセットとの
間の関連付けに基づいてタイミングアライメントプロシージャを決定することとを行うよ
うにプロセッサによって実行可能である。
【０００９】
　[0009]　また、デュアルＰＵＣＣＨのためのタイミングアライメントプロシージャのた
めのコードを格納する非一時的コンピュータ可読媒体について説明する。コードは、ＴＡ
Ｇのセットを識別することと、第１のＰＵＣＣＨセルグループと第２のＰＵＣＣＨセルグ
ループとを備えるＰＵＣＣＨセルグループのセットを識別することと、ＴＡＧのセットと
ＰＵＣＣＨセルグループのセットとの間の関連付けに基づいてタイミングアライメントプ
ロシージャを決定することと、を行うようにプロセッサによって実行可能な命令を含み得
る。
【００１０】
　[0010]　以上で説明した方法、装置、および／または非一時的コンピュータ可読媒体の
いくつかの実施例は、ＴＡＧのセットの各ＴＡＧについて時間アライメントタイマを開始
し、時間アライメントタイマが満了したら第１または第２のＰＵＣＣＨセルグループのう
ちの少なくとも１つのサービングセルについてタイミングアライメントプロシージャを実
施するための、特徴、手段、および／またはプロセッサ実行可能命令をさらに含み得る。
いくつかの実施例では、タイミングアライメントプロシージャは、ＰＵＣＣＨイネーブル
ドセル（PUCCH-enabled cell）においてＰＵＣＣＨをリリースするように無線リソース制
御（ＲＲＣ）コントロールに通知（notifying）すること、ＳＲＳをリリースするように
ＲＲＣコントロールエンティティに通知すること、サービングセルについてハイブリッド
自動再送要求（ＨＡＲＱ）バッファをフラッシュすること、サービングセルについてダウ
ンリンク（ＤＬ）割当てをクリアすること、またはサービングセルについてアップリンク
（ＵＬ）グラントをクリアすること、のうちの少なくとも１つを備える。
【００１１】
　[0011]　以上で説明した方法、装置、および／または非一時的なコンピュータ可読媒体
のいくつかの実施例は、第１および第２のＰＵＣＣＨセルグループとプライマリＴＡＧ（
ｐＴＡＧ）との間の関連付けを識別するための、特徴、手段、および／またはプロセッサ
実行可能命令をさらに含み得、ここで、ＴＡＧのセットは、ｐＴＡＧからなる。いくつか
の実施例は、ｐＴＡＧについて時間アライメントタイマを開始することと、時間アライメ
ントタイマが満了したら第１および第２のＰＵＣＣＨセルグループのサービングセルにつ
いてタイミングアライメントプロシージャを実施することとを含む。他の実施例は、プラ
イマリＴＡＧ（ｐＴＡＧ）と第１のＰＵＣＣＨセルグループとの間の関連付けを識別する
ことと、ＰＵＣＣＨセカンダリＴＡＧ（ｐｓＴＡＧ）と第２のＰＵＣＣＨセルグループと
の間の関連付けを識別することとを含み得、ここで、ＴＡＧのセットは、ｐＴＡＧとｐｓ
ＴＡＧとを備える。さらに、いくつかの実施例は、ｐＴＡＧについての第１の時間アライ
メントタイマと、ｐｓＴＡＧについての第２の時間アライメントタイマとを開始すること
と、第１の時間アライメントタイマが満了したら第１のＰＵＣＣＨセルグループのサービ
ングセルについて、または第２の時間アライメントタイマが満了したら第２のＰＵＣＣＨ
セルグループのサービングセルについて、タイミングアライメントプロシージャを実施す
ることとを含み得る。
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【００１２】
　[0012]　以上で説明した方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつか
の実施例は、セカンダリＴＡＧ（ｓＴＡＧ）と第１または第２のＰＵＣＣＨセルグループ
のいずれかとの間の関連付けを識別するための、特徴、手段、および／またはプロセッサ
実行可能な命令をさらに含み得、ここで、ＴＡＧのセットは、ｓＴＡＧを備える。いくつ
かの実施例は、セカンダリＴＡＧ（ｓＴＡＧ）の第１のサービングセルと第１のＰＵＣＣ
Ｈセルグループとの間の関連付けを識別することと、ｓＴＡＧの第２のサービングセルと
第２のＰＵＣＣＨセルグループとの間の関連付けを識別することとを含み得、ここで、Ｔ
ＡＧのセットは、ｓＴＡＧを備える。
【００１３】
　[0013]　以上で説明した方法、装置、および／または非一時的コンピュータ可読媒体の
いくつかの実施例では、第１のＰＵＣＣＨセルグループは、プライマリセル（ＰＣｅｌｌ
）を備えるサービングセルのセットであり、第２のＰＵＣＣＨセルグループは、ＰＵＣＣ
Ｈイネーブルドセカンダリセル（ＰＳＣｅｌｌ）を備えるサービングセルのセットである
。いくつかの実施例では、ＴＡＧのセットとＰＵＣＣＨセルグループのセットとの間の関
連付けは非対称である。
【００１４】
　[0014]　デュアルＰＵＣＣＨのためのタイミングアライメントプロシージャのさらなる
方法について説明する。該方法は、ユーザ機器（ＵＥ）のためにプライマリタイミング調
整グループ（ｐＴＡＧ）を設定することと、ＵＥのためにＰＵＣＣＨセルグループのセッ
トを設定することであって、ＰＵＣＣＨセルグループのセットは、第１のＰＵＣＣＨセル
グループと第２のＰＵＣＣＨセルグループとを備える、設定することと、ｐＴＡＧのサー
ビングセルの第１のセットを第１のＰＵＣＣＨセルグループに関連付けることとを含み得
る。
【００１５】
　[0015]　デュアルＰＵＣＣＨのためのタイミングアライメントプロシージャのためのさ
らなる装置について説明する。該装置は、ＵＥのためのプライマリタイミング調整グルー
プ（ｐＴＡＧ）を設定するための手段と、ＵＥのためのＰＵＣＣＨセルグループのセット
を設定するための手段であって、ＰＵＣＣＨセルグループのセットは第１のＰＵＣＣＨセ
ルグループと第２のＰＵＣＣＨセルグループとを備える、設定するための手段と、ｐＴＡ
Ｇのサービングセルの第１のセットを第１のＰＵＣＣＨセルグループに関連付けるための
手段とを含み得る。
【００１６】
　[0016]　デュアルＰＵＣＣＨのためのタイミングアライメントプロシージャのためのさ
らなる装置について説明する。該装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信するメモ
リと、メモリに格納された命令とを含み得、該命令は、ＵＥのためにプライマリタイミン
グ調整グループ（ｐＴＡＧ）を設定することと、ＵＥのためにＰＵＣＣＨセルグループの
セットを設定することであって、ＰＵＣＣＨセルグループのセットは、第１のＰＵＣＣＨ
セルグループと第２のＰＵＣＣＨセルグループとを備える、設定することと、ｐＴＡＧの
サービングセルの第１のセットを第１のＰＵＣＣＨセルグループに関連付けることとを行
うようにプロセッサによって実行可能である。
【００１７】
　[0017]　また、デュアルＰＵＣＣＨのためのタイミングアライメントプロシージャのた
めのコードを記憶する、他の非一時的なコンピュータ可読媒体について説明する。該コー
ドは、ＵＥのためにプライマリタイミング調整グループ（ｐＴＡＧ）を設定することと、
ＵＥのためにＰＵＣＣＨセルグループのセットを設定することであって、ＰＵＣＣＨセル
グループのセットは第１のＰＵＣＣＨセルグループと第２のＰＵＣＣＨセルグループとを
備える、設定することと、ｐＴＡＧのサービングセルの第１のセットを第１のＰＵＣＣＨ
セルグループに関連付けることとを行うようにプロセッサによって実行可能な命令を含み
得る。



(8) JP 6622286 B2 2019.12.18

10

20

30

40

50

【００１８】
　[0018]　以上で説明した方法、装置、および／または非一時的なコンピュータ可読媒体
のいくつかの実施例は、ｐＴＡＧのサービングセルの第２のセットを第２のＰＵＣＣＨセ
ルグループに関連付けるための特徴、手段、および／またはプロセッサ実行可能な命令を
さらに含み得る。いくつかの実施例では、第１のＰＵＣＣＨセルグループおよび第２のＰ
ＵＣＣＨセルグループは、ＵＥのためのサービングセルから成る。
【００１９】
　[0019]　以上で説明した方法、装置、および／または非一時的なコンピュータ可読媒体
のいくつかの実施例は、ＵＥのためにＰＵＣＣＨセカンダリＴＡＧ（ｐｓＴＡＧ）を設定
することと、ｐｓＴＡＧを第２のＰＵＣＣＨセルグループに関連付けることとのための特
徴、手段、および／またはプロセッサ実行可能な命令をさらに含み得る。いくつかの実施
例は、ＵＥのためにセカンダリＴＡＧ（ｓＴＡＧ）を設定することと、ｓＴＡＧを第１ま
たは第２のＰＵＣＣＨセルグループのいずれかに関連付けることとを含み得る。
【００２０】
　[0020]　以上で説明した方法、装置、および／または非一時的なコンピュータ可読媒体
のいくつかの実施例は、ＵＥのためにセカンダリＴＡＧ（ｓＴＡＧ）を設定することと、
ｓＴＡＧのサービングセルの第１のセットを第１のＰＵＣＣＨセルグループに関連付ける
ことと、ｓＴＡＧのサービングセルの第２のセットを第２のＰＵＣＣＨセルグループに関
連付けることとのための特徴、手段、および／またはプロセッサ実行可能な命令をさらに
含み得る。いくつかの実施例では、第１のＰＵＣＣＨセルグループは、プライマリセル（
ＰＣｅｌｌ）を備えるサービングセルのセットであり、第２のＰＵＣＣＨセルグループは
、ＰＵＣＣＨイネーブルドセカンダリセル（ＰＳＣｅｌｌ）を備えるサービングセルのセ
ットである。
【００２１】
　[0021]　以上で説明した方法、装置、および／または非一時的コンピュータ可読媒体の
いくつかの実施例は、ｐＴＡＧおよびＰＵＣＣＨセカンダリＴＡＧ（ｐｓＴＡＧ）につい
て時間アライメントタイマを開始するための特徴、手段、および／またはプロセッサ実行
可能な命令をさらに含み得る。いくつかの実施例は、セカンダリＴＡＧ（ｓＴＡＧ）につ
いて時間アライメントタイマを開始することを含み得る。
【００２２】
　[0022]　以上は、以下の詳細な説明がよりよく理解されるように、本開示に従う諸実施
例の特徴および技術的利点をかなり大まかに概説した。さらなる特徴および利点について
以下で説明する。ここに開示される概念および具体的な実施例は、本開示と同じ目的を達
成する他の構造を修正または設計するための基礎として容易に利用され得る。このような
等価の構造は、添付の特許請求の範囲から逸脱するものではない。本明細書で開示される
概念の特徴は、それらの機構および動作方法の両方に関し、関連付けられた利点とともに
、添付の図面に関連して考慮されるときに以下の説明からよりよく理解されよう。各図は
、例示および説明の目的で与えられるにすぎず、特許請求の範囲の限界の定義として与え
るものではない。
【００２３】
　[0023]　本開示の本質および利点のさらなる理解は、以下の図面を参照することによっ
て実現されうる。添付の図面では、同様の構成要素または特徴は、同じ参照ラベルを有し
うる。さらに、同じタイプの様々なコンポーネントは、参照ラベルに、ダッシュ記号、お
よび同様のコンポーネント間を区別する第２のラベルを後続させることによって区別され
うる。本明細書中で第１の参照ラベルのみが使用される場合、その説明は、第２の参照ラ
ベルに関係なく、同じ第１の参照ラベルを有する同様のコンポーネントのいずれにも適用
可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】[0024]　図１は、本開示の様々な態様によるワイヤレス通信システムの一例を示
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す図である。
【図２Ａ】[0025]　図２Ａは、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨのための
タイミングアライメントプロシージャのためのワイヤレス通信システムの一例を示す図で
ある。
【図２Ｂ】[0026]　図２Ｂは、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨのための
タイミングアライメントプロシージャのためのワイヤレス通信システムの一例を示す図で
ある。
【図３Ａ】[0027]　図３Ａは、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨのための
タイミングアライメントプロシージャのためのタイミングアライメント設定の一例を示す
図である。
【図３Ｂ】[0028]　図３Ｂは、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨのための
タイミングアライメントプロシージャのためのタイミングアライメント設定の一例を示す
図である。
【図３Ｃ】[0029]　図３Ｃは、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨのための
タイミングアライメントプロシージャのためのタイミングアライメント設定の一例を示す
図である。
【図４】[0030]　図４は、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨのためのタイ
ミングアライメントプロシージャのためのプロセス図の一例を示す図である。
【図５】[0031]　図５は、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨのためのタイ
ミングアライメントプロシージャのためのデバイスのブロック図である。
【図６】[0032]　図６は、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨのためのタイ
ミングアライメントプロシージャのためのデバイスのブロック図である。
【図７】[0033]　図７は、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨのためのタイ
ミングアライメントプロシージャのためのデバイスのブロック図である。
【図８】[0034]　図８は、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨのためのタイ
ミングアライメントプロシージャのためのシステムのブロック図である。
【図９】[0035]　図９は、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨのためのタイ
ミングアライメントプロシージャのためのデバイスのブロック図である。
【図１０】[0036]　図１０は、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨのための
タイミングアライメントプロシージャのためのデバイスのブロック図である。
【図１１】[0037]　図１１は、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨのための
タイミングアライメントプロシージャのためのデバイスのブロック図である。
【図１２】[0038]　図１２は、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨのための
タイミングアライメントプロシージャのためのシステムのブロック図である。
【図１３】[0039]　図１３は、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨのための
タイミングアライメントプロシージャのための方法を示すフローチャートである。
【図１４】[0040]　図１４は、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨのための
タイミングアライメントプロシージャのための方法を示すフローチャートである。
【図１５】[0041]　図１５は、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨのための
タイミングアライメントプロシージャのための方法を示すフローチャートである。
【図１６】[0042]　図１６は、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨのための
タイミングアライメントプロシージャのための方法を示すフローチャートである。
【図１７】[0043]　図１７は、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨのための
タイミングアライメントプロシージャのための方法を示すフローチャートである。
【詳細な説明】
【００２５】
　[0044]　ユーザ機器（ＵＥ）は、マルチプルなセルと通信することができ、マルチプル
なセルは、いくつかのケースでは、マルチプルな基地局に関連付けられ得る。ＵＥにサー
ブするセルは、異なるタイミングオフセットを有するタイミング調整グループ（ＴＡＧ）
にグループ化され得る。例えば、ＵＥは、近くにある１つの基地局と通信し得、そして、
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さらに遠くにある別の基地局と通信し得る。近くの基地局に関連付けられたセルについて
のタイミングオフセットは、遠くの基地局に関連付けられたセルについてのタイミングオ
フセットよりも小さいものであり得る。
【００２６】
　[0045]　いくつかのケースでは、ＵＥは、ＴＡＧについてのタイミングアライメントが
信頼できないものになったことを決定し得る（例えば、ＵＥが十分に長い時間タイミング
アライメントコマンドを受信しなかった場合）。ＵＥは、その後、タイミング同期または
再アライメントプロシージャを開始し、新しいオフセットを確立しようと試み得る。いく
つかのケースでは、ＵＥは、１つのＴＡＧについてはタイミングアライメントを失うが、
別のＴＡＧについては失わない場合がある。非効率的なタイミングアライメントアルゴリ
ズムは、依然としてアライメント状態にあるセルについて再アライメントプロシージャを
実施することによって、またはアライメントを失った（out of alignment）セルについて
該プロシージャを実施しないことによって、ＵＥ（および基地局）に時間とエネルギーを
浪費させ得る。
【００２７】
　[0046]　いくつかのケースでは、ＵＥは、いくつかのＴＡＧおよびいくつかの物理アッ
プリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）セルグループにより設定され得る。ＴＡＧ内のサー
ビングセルは、異なったＰＵＣＣＨセルグループに関連付けられ得る。ＵＥは、各ＴＡＧ
について時間アライメントタイマを開始でき、タイミング調整コマンドを受け取る前にタ
イマが満了した場合、ＵＥは、ＴＡＧとＰＵＣＣＨセルグループとの間の関連付けに基づ
いてサービングセルのサブセットについてタイミングアライメントプロシージャを開始し
得る。例えば、ＵＥは、どのＰＵＣＣＨセルがタイマの満了したＴＡＧ内にあるかを決定
し、それらのＰＵＣＣＨセルのＰＵＣＣＨセルグループについてタイミングアライメント
プロシージャを実行し得る。
【００２８】
　[0047]　したがって、ＵＥが１つのＴＡＧについてタイミングアライメントを失うが、
別のＴＡＧについては失わない場合、ＵＥは、同期または再アライメントプロシージャ（
例えば、ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）プロシージャ）を実施すべきサービング
セルのサブセットを選択し得る。これは、アライメントしていないセルについて再アライ
メントプロシージャを実施することによって、そして依然としてアライメントしているセ
ルについてはプロシージャを実施しないことによって、ＵＥおよび基地局またはサービン
グセルに関連付けられた基地局が、時間、エネルギーおよび物理レイヤリソースを節約す
ることを可能にし得る。
【００２９】
　[0048]　以下の説明は、特許請求の範囲に記載する範囲、適用可能性、または実施例の
例を提供するものであり、それらを制限するものではない。本開示の範囲から逸脱するこ
となく、ここに記載した要素の機能および配置に変更を加えることができる。様々な実施
例が、適切に、様々な手順またはコンポーネントを省略し、置換し、または追加すること
ができる。例えば、ここに記載される方法は、記載されたのとは異なる順序で実施される
ことができ、様々なステップが追加され、省略され、または組み合わされることができる
。また、いくつかの実施例に関して記載される特徴は、他の実施例において組み合わされ
ることができる。
【００３０】
　[0049]　図１は、本開示の様々な態様によるワイヤレス通信システム１００の一例を示
す。ワイヤレス通信システム１００は、基地局１０５、ＵＥ１１５、およびコアネットワ
ーク１３０を含む。コアネットワーク１３０は、ユーザ認証、アクセス許可、追跡、イン
ターネットプロトコル（ＩＰ）接続、および他のアクセス、ルーティング、またはモビリ
ティ機能を提供し得る。基地局１０５は、バックホールリンク１３２（例えば、Ｓ１など
）を通じてコアネットワーク１３０とインターフェースする。基地局１０５は、ＵＥ１１
５との通信のために無線設定およびスケジューリングを実施し得、または基地局コントロ
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ーラ（図示せず）の制御下で動作し得る。様々な実施例では、基地局１０５は、ワイヤー
ドまたはワイヤレス通信リンクであり得る、バックホールリンク１３４（例えばＸ１など
）を通じて互いに、直接的または間接的に（例えば、コアネットワーク１３０を通じて）
通信し得る。
【００３１】
　[0050]　基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイ
ヤレスに通信しうる。基地局１０５サイトの各々は、それぞれの地理的カバレッジエリア
１１０に通信カバレッジを提供し得る。いくつかの実施例では、基地局１０５は、ベース
トランシーバ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、ノードＢ、ｅノー
ドＢ（ｅＮＢ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、または他の何らかの適切な用語で
呼ばれうる。基地局１０５についての地理的カバレッジエリア１１０は、カバレッジエリ
ア（図示せず）の一部のみを構成するセクタへと分割されうる。ワイヤレス通信システム
１００は、異なるタイプ（例えば、マクロおよび／またはスモールセル基地局）の基地局
１０５を含み得る。異なる技術に対してオーバーラップしている地理的カバレッジエリア
１１０が存在し得る。基地局１０５は、後述するように、異なるＴＡＧおよび／または異
なるＰＵＣＣＨセルグループに関連付けられ得る。
【００３２】
　[0051]　いくつかの実施例では、ワイヤレス通信システム１００は、ロングタームエボ
リューション（ＬＴＥ（登録商標））／ＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）ネットワーク
である。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークでは、ｅＮＢという用語は、概して、基地局１
０５を記述するために使用され、他方、用語ＵＥは、概してＵＥ１１５を記述するために
使用され得る。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイプの発展型ノードＢ（ｅＮ
Ｂ）が様々な地理的領域にカバレッジを提供する、異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワーク
でありうる。例えば、各ｅＮＢまたは基地局１０５は、マクロセル、スモールセル、およ
び／または他のタイプのセルに通信カバレッジを提供することができる。「セル」という
用語は、文脈に応じて、基地局、基地局に関連付けられたキャリアもしくはコンポーネン
トキャリア、またはキャリアもしくは基地局のカバレッジエリア（例えば、セクタ等）を
記述するために使用されることのできる３ＧＰＰ（登録商標）の用語である。
【００３３】
　[0052]　マクロセルは一般に、比較的大きい地理的エリア（例えば、半径数キロメート
ル）をカバーし、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限の
アクセスを可能にしうる。スモールセルは、マクロセルと同じまたは異なる（例えば、ラ
イセンス、アンライセンスなどの）周波数帯で動作し得る、マクロセルに比較して低電力
の基地局である。スモールセルは、様々な実施例によれば、ピコセル、フェムトセル、お
よびマイクロセルを含み得る。ピコセルは、比較的より小さい地理的エリアをカバーし、
ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限のアクセスを可能に
しうる。フェムトセルは、また、比較的小さい地理的エリア（例えば、家）をカバーし、
このフェムトセルとの関連付けを有するＵＥ（例えば、クローズド加入者グループ（ＣＳ
Ｇ）内のＵＥ、家の中にいるユーザのためのＵＥ、等）による制限されたアクセスを提供
しうる。マクロセルに関するｅＮＢは、マクロｅＮＢと呼ばれうる。スモールセルに関す
るｅＮＢは、スモールセルｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢと呼
ばれうる。ｅＮＢは、１つまたは多数（例えば、２つ、３つ、４つ、等）のセル（例えば
、コンポーネントキャリア）をサポートしうる。ＴＡＧおよびＰＵＣＣＨセルグループの
両方が様々なｅＮＢによってサポートされたセルを含み得る。
【００３４】
　[0053]ワイヤレス通信システム１００は、同期または非同期動作をサポートすることが
できる。同期動作では、基地局は類似のフレームタイミングを有し得、異なる基地局から
の送信が時間的にほぼアライメントされうる。非同期動作では、基地局は異なるフレーム
タイミングを有し得、異なる基地局からの送信が時間的にアライメントされない場合があ
る。本明細書で説明される技法は、同期または非同期動作のいずれかに使用されうる。
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【００３５】
　[0054]様々な開示されている実施例のうちのいくつかに適応する通信ネットワークは、
レイヤードプロトコルスタックにしたがって動作するパケットベースのネットワークであ
りうる。ユーザプレーンにおいて、ベアラまたはパケットデータコンバージェンスプロト
コル（ＰＤＣＰ）レイヤでの通信は、ＩＰベースでありうる。無線リンク制御（ＲＬＣ）
レイヤは、論理チャネルを通じて通信するためにパケットセグメンテーションおよびリア
センブリを実施しうる。媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤは、優先処理および論理チャ
ネルのトランスポートチャネルへの多重化を実施しうる。ＭＡＣレイヤはまた、リンク効
率を向上させるためにＭＡＣレイヤにおける再送信を提供するためにハイブリッド自動再
送要求（ＨＡＲＱ）を使用することができる。制御プレーンにおいて、無線リソース制御
（ＲＲＣ）プロトコルレイヤは、ユーザプレーンデータのための無線ベアラをサポートす
る、ＵＥ１１５と基地局１０５またはコアネットワーク１３０との間でのＲＲＣ接続の確
立、設定、および維持を提供しうる。ＰＨＹレイヤにおいて、トランスポートチャネルは
、物理チャネルにマッピングされうる。
【００３６】
　[0055]　ＵＥ １１５は、ワイヤレス通信システム１００全体に分散していることがあ
り得、各ＵＥ １１５は、固定またはモバイルであり得る。ＵＥ１１５はまた、モバイル
局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、遠隔ユニット
、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、遠隔デバイス、モ
バイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、遠隔端末、ハンドセッ
ト、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または他の何らかの適
切な用語を含み得、あるいはそのように当業者によって称されうる。ＵＥ１１５は、セル
ラ電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンド
ヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフォ
ン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、等でありうる。ＵＥが、マクロｅＮＢ、ス
モールセルｅＮＢ、中継基地局、などを含む、様々なタイプの基地局およびネットワーク
機器と通信可能であり得る。
【００３７】
　[0056]　ワイヤレス通信システム１００で図示されている通信リンク１２５は、ＵＥ１
１５から基地局１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信および／または基地局１０５からＵ
Ｅ１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。ダウンリンク送信は、順方向リンク
送信とも呼ばれ得、一方でアップリンク送信は、逆方向リンク送信とも呼ばれ得る。通信
リンク１２５の各々が、１つまたは複数のキャリアを含み得、ここで、各キャリアは、上
記の様々な無線技術に従って変調されたマルチプルなサブキャリア（例えば、異なった周
波数の波形信号）から構成された信号であり得る。各変調された信号は、異なるキャリア
上で送られ、制御情報（例えば、基準信号、制御チャネル、等）、オーバーヘッド情報、
ユーザデータ、等を搬送しうる。通信リンク１２５は、（例えば、ペアにされたスペクト
ルリソースを使用する）周波数分割複信（ＦＤＤ）、または（例えば、ペアにされていな
いスペクトルリソースを使用する）時分割複信（ＴＤＤ）動作を使用して、双方向通信を
送信することができる。ＦＤＤに関するフレーム構造（例えば、フレーム構造タイプ１）
およびＴＤＤに関するフレーム構造（例えば、フレーム構造タイプ２）が定義されうる。
いくつかの実施例では、通信リンク１２５は、マルチプルなサービングセルを表す。
【００３８】
　[0057]　ワイヤレス通信システム１００のいくつかの実施形態では、基地局１０５およ
び／またはＵＥ１１５は、基地局１０５とＵＥ１１５との間の通信の品質および信頼性を
改善するためにアンテナダイバーシティスキームを採用するためのマルチプルなアンテナ
を含み得る。追加的に、または代替的に、基地局１０５および／またはＵＥ１１５は、同
じまたは異なるコード化データを搬送するマルチプルな空間レイヤを送信するためにマル
チパス環境を活用し得る多入力多出力（ＭＩＭＯ）技術を採用し得る。
【００３９】
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　[0058]　ワイヤレス通信システム１００は、キャリアアグリゲーションＣＡまたはマル
チキャリア動作と称されうる特徴である、マルチプルなセルまたはキャリア上の動作をサ
ポートすることができる。キャリアは、また、コンポーネントキャリア（ＣＣ）、レイヤ
、チャネル等とも称されうる。「キャリア」、「コンポーネントキャリア」、「セル」、
および「チャネル」という用語は、本明細書では交換可能に使用されうる。ＵＥ１１５は
、キャリアアグリゲーションのためにマルチプルなダウンリンクＣＣおよび１つまたは複
数のアップリンクＣＣで構成されうる。キャリアアグリゲーションは、ＦＤＤおよびＴＤ
Ｄコンポーネントキャリアの両方とともに使用され得る。いくつかの実施例では、キャリ
アは、ＰＵＣＣＨセルグループにおいてアグリゲートされ得る。
【００４０】
　[0059]　用語「コンポーネントキャリア」は、ＣＡ動作においてＵＥによって利用され
るマルチプルなキャリアの各々を指し得、システム帯域幅の他の部分とは区別され得る。
例えば、コンポーネントキャリアは、独立してまたは他のコンポーネントキャリアと組み
合わせて使用されることが可能な比較的狭い帯域幅のキャリアであり得る。各コンポーネ
ントキャリアは、ＬＴＥ規格のリリース８またはリリース９に基づいて、分離されたキャ
リアと同じ能力を提供し得る。マルチプルなコンポーネントキャリアは、一部のＵＥ１１
５に、より大きな帯域幅、およびたとえばより高いデータレートを提供するために、アグ
リゲートされ、および／または並列（concurrently）に使用され得る。したがって、個々
のコンポーネントキャリアは、レガシーＵＥ１１５（例えば、ＬＴＥリリース８またはリ
リース９を実装するＵＥ１１５）との後方互換性があるものであり得、他方、他のＵＥ１
１５（例えば、リリース８／９後のＬＴＥバージョンを実装するＵＥ１１５）は、マルチ
キャリアモードでマルチプルなコンポーネントキャリアにより構成され得る。
【００４１】
　[0060]　ＤＬのために使用されるキャリアは、ＤＬ　ＣＣと呼ばれ、ＵＬのために使用
されるキャリアは、ＵＬ　ＣＣと呼ばれ得る。ＵＥ１１５は、キャリアアグリゲーション
のためにマルチプルなＤＬ　ＣＣと１つまたは複数のＵＬ　ＣＣにより構成され得る。各
キャリアは、制御情報（例えば、基準信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッド情報、
データなどを送信するために使用され得る。ＵＥ１１５は、マルチプルなキャリアを用い
る単一の基地局１０５と通信し得、そしてまた、異なるキャリア上で同時にマルチプルな
基地局と通信し得る。基地局１０５の各セルが、ＵＬコンポーネントキャリア（ＣＣ）と
ＤＬ　ＣＣとを含み得る。基地局１０５についての各サービングセルのカバレッジエリア
１１０は、異なるものであり得る（例えば、異なる周波数帯上のＣＣは異なる経路損失を
経験し得る）。いくつかのケースでは、マルチプルなＤＬ　ＣＣが単一のＵＬ　ＣＣに関
連付けられ得る。例えば、いくつかのケースでは、１つのＵＬ　ＣＣは、最高５つまでの
ＤＬ　ＣＣのためのＰＵＣＣＨ上のＡＣＫ／ＮＡＫ伝送をサポートし得る。
【００４２】
　[0061]　いくつかの実施例では、１つのキャリアが、プライマリセル（ＰＣｅｌｌ）に
よってサーブされ得る、ＵＥ１１５のための、プライマリキャリア、またはプライマリコ
ンポーネントキャリア（ＰＣＣ）として指定され得る。プライマリセルは、ＵＥごとに、
より上位のレイヤ（例えば、無線リソース制御（ＲＲＣ）など）によって半静的に設定さ
れ得る。ある特定のアップリンク制御情報（ＵＣＩ）、例えば、物理アップリンク制御チ
ャネル（ＰＵＣＣＨ）上で送信される、肯定応答（ＡＣＫ）／否定ＡＣＫ（ＮＡＣＫ）、
チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、およびスケジューリング情報が、プライマリセル
によって搬送される。追加のキャリアが、セカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）に関連付けられ
得る、セカンダリキャリア、またはセカンダリコンポーネントキャリア（ＳＣＣ）として
指定され得る。ＳＣｅｌｌは、同様に、ＵＥごとに半静的に設定され得る。ＳＣｅｌｌは
、プライマリセルと同じ制御情報を送信するように設定されない場合がある。
【００４３】
　[0062]　いくつかのケースでは、ＵＥ１１５は、デュアル接続動作において非理想的バ
ックホール１３４によって接続された２つ以上の基地局１０５からのセルによってサーブ
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され得る。例えば、サービング基地局１０５間の接続は、精密なタイミング調整を容易に
するのに十分ではない場合がある。したがって、いくつかのケースでは、ＵＥ１１５にサ
ーブするセルは、マルチプルなＴＡＧへと分けられ得る。各ＴＡＧは、異なるタイミング
オフセットに関連付けられ得るので、ＵＥ１１５は、異なるＵＬキャリアについて異なる
ようにＵＬ送信を同期させ得る。本開示によれば、ＣＡ動作のために（例えば、理想的バ
ックホールを備えたマルチプルな基地局または単一の基地局を使用する動作のために）異
なるＴＡＧがまた確立され得る。いくつかのケースでは、ＰＣｅｌｌに関連付けられたＴ
ＡＧは、プライマリＴＡＧ（ｐＴＡＧ）として知られることがあり、ｐＴＡＧ以外のＴＡ
Ｇは、セカンダリＴＡＧ（ｓＴＡＧ）として知られることがある。本開示の諸態様によれ
ば、ＳＣｅｌｌは、ＰＣｅｌｌとともにＰＵＣＣＨ送信のために構成され得る。したがっ
て、いくつかのケースでは、ＵＥ１１５は、ＰＣｅｌｌおよびＰＵＣＣＨイネーブルドＳ
Ｃｅｌｌの両方により構成される。ＰＵＣＣＨイネーブルドＳＣｅｌｌは、ＰＳＣｅｌｌ
として知られることがあり、ＰＳＣｅｌｌに関連付けられたＴＡＧは、ＰＵＣＣＨセカン
ダリＴＡＧ（ｐｓＴＡＧ）として知られることがある。
【００４４】
　[0063]　ＵＬタイミングアライメントは、物理アップリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ
）、ＰＵＣＣＨ、およびサウンディング基準信号（ＳＲＳ）などの基準信号に関連付けら
れたメッセージを送信するためにＵＥ１１５によって使用され得る。ＰＤＳＣＨはＵＬユ
ーザデータを送信するために使用され得る。ＰＵＣＣＨは、ＣＱＩ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、
およびスケジューリング要求（ＳＲ）などのＵＬ制御情報を含み得る。ＳＲＳは、基地局
１０５がタイミングアライメントを確立し、ＵＬチャネル品質を推定し得るように使用さ
れ得る。
【００４５】
　[0064]　ＰＵＣＣＨは、コードと２つの連続リソースブロックとによって定義される制
御チャネルにマップされ得る。ＵＬ制御シグナリングは、セルについてのタイミング同期
の存在に依存し得る。ＳＲおよびＣＱＩ報告のためのＰＵＣＣＨリソースが、ＲＲＣシグ
ナリングを通じて割り当てられ（そして取り消され）得る。いくつかのケースでは、ＳＲ
のためのリソースは、ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）プロシージャを通じて同期
を獲得した後に割り当てられ得る。他のケースでは、ＳＲは、ＲＡＣＨを通じてＵＥ１１
５に割り当てられない場合がある（例えば、同期されたＵＥは、専用のＳＲチャネルを有
することもあれば有しないこともある）。ＵＥがもはや同期されないときには、ＳＲおよ
びＣＱＩのためのＰＵＣＣＨリソースは失われ得る。
【００４６】
　[0065]　ＳＲＳは、予め定められたシーケンス（例えば、Ｚａｄｏｆｆ－Ｃｈｕシーケ
ンス）を使用してＵＥ１１５によって送信され得る。いくつかのケースでは、ＳＲＳ送信
は、別のチャネル上のデータの送信に関連付けられない場合があり、広い帯域幅（例えば
、ＵＬデータ送信のために割り当てられたよりも多くのサブキャリアを含む帯域幅）上で
周期的に送信され得る。ＳＲＳは、また、マルチプルなアンテナポート上でスケジュール
され得、それでもなお単一のＳＲＳ送信とみなされ得る。ＳＲＳ送信は、タイプ０（均等
な間隔で周期的に送信される）ＳＲＳまたはタイプ１（非周期的）ＳＲＳとして分類され
得る。したがって、ＳＲＳから基地局１０５によって収集されたデータが、ＵＬスケジュ
ーラに知らせるために使用され得る。基地局１０５は、また、時間アライメントコマンド
をＵＥ１１５に送るため、タイミングアライメントステータスをチェックするためにＳＲ
Ｓを使用し得る。
【００４７】
　[0066]　本開示の諸態様によれば、基地局は、ＵＥのためにＴＡＧのセットとＰＵＣＣ
Ｈセルグループのセットとを設定し得る。ＴＡＧ内のサービングセルは、異なったＰＵＣ
ＣＨセルグループに関連付けられ得る。ＵＥは、各ＴＡＧについて時間アライメントタイ
マを開始させ得る。あるＴＡＧについてＵＥ１１５が１つまたは複数のタイミングアライ
メントコマンドを欠く（misses）場合、関連付けられたタイマは満了していることがあり
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得る。タイマが満了している場合、ＵＥは、ＴＡＧとＰＵＣＣＨセルグループとの間の関
連付けに基づいてサービングセルのサブセットについてタイミングアライメントプロシー
ジャを開始し得る。すなわち、時間アライメントタイマは、関連付けられたＴＡＧに属す
るサービングセルをアップリンクで時間アライメントされているものとＵＥ１１５がどれ
くらい長くみなすかを制御するために使用され得る。例えば、ＵＥは、どのＰＵＣＣＨセ
ルがタイマの満了したＴＡＧ内にあるかを決定し、それらのＰＵＣＣＨセルのＰＵＣＣＨ
セルグループについてタイミングアライメントプロシージャを実施し得る。
【００４８】
　[0067]　図２Ａは、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨのためのタイミン
グアライメントプロシージャのためのワイヤレス通信システム２０１の一例を示す。ワイ
ヤレス通信システム２０１は、図１のワイヤレス通信システム１００の例示の態様であり
得、カバレッジエリア１１０－ａを備えた基地局１０５－ａとＵＥ１１５－ａとを含み得
る。基地局１０５－ａは、ＰＣｅｌｌ ２２５－ａおよびＳＣｅｌｌ ２２５－ｂを使用し
てＵＥ１１５－ａと通信し得る。ＳＣｅｌｌ ２２５－ｂは、ＰＳＣｅｌｌ（例えば、Ｐ
ＵＣＣＨイネーブルドＳＣｅｌｌ）であり得る。
【００４９】
　[0068]　ＰＣｅｌｌ ２２５－ａおよびＰＳＣｅｌｌ ２２５－ｂは、同じＴＡＧ（ｐＴ
ＡＧ）に関連付けられ得る。しかしながら、ＰＣｅｌｌ ２２５－ａおよびＰＳＣｅｌｌ 
２２５－ｂは、異なるＰＵＣＣＨセルグループ（ＣＧ）に関連付けられ得る。いくつかの
ケースでは、ｐＴＡＧ内の追加のＣＣ（図示せず）は、第１のＰＵＣＣＨセルグループ内
のＰＣｅｌｌ ２２５－ａに関連付けられ得、ｐＴＡＧ内の他のＣＣは第２のＰＵＣＣＨ
セルグループ内のＰＳＣｅｌｌ ２２５－ｂに関連付けられ得る。
【００５０】
　[0069]　本開示の諸態様によれば、基地局１０５－ａは、ＵＥ１１５－ａのためにｐＴ
ＡＧとＰＵＣＣＨセルグループのセットとを設定し得る。ｐＴＡＧ内のＰＵＣＣＨイネー
ブルドサービングセル（例えば、ＰＣｅｌｌ ２２５－ａおよびＰＳＣｅｌｌ ２２５－ｂ
）は、異なるＰＵＣＣＨセルグループに関連付けられ得る。ｐＴＡＧについての時間アラ
イメントタイマが満了した場合、ＵＥ１１５－ａは、ｐＴＡＧ内にどのＰＵＣＣＨイネー
ブルドセルがあるか決定し、そして関連するＰＵＣＣＨセルグループについてタイミング
アライメントプロシージャを実施し得る。
【００５１】
　[0070]　図２Ｂは、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨのためのタイミン
グアライメントプロシージャのためのワイヤレス通信システム２０２の例を示す。ワイヤ
レス通信システム２０２は、図１のワイヤレス通信システム１００の態様を示し得、カバ
レッジエリア１１０－ｂを備えた基地局１０５－ｂと、カバレッジエリア１１０－ｃを備
えた基地局１０５－ｃと、ＵＥ１１５－ｂとを含み得る。基地局１０５－ｂおよび基地局
１０５－ｃは、ＰＣｅｌｌ ２２５－ｃおよびＳＣｅｌｌ ２２５－ｄ、２２５－ｅを使用
してＵＥ１１５－ｂと通信し得る。様々な実施形態では、いずれのＳＣｅｌｌもＰＳＣｅ
ｌｌであり得るが、明りょうにするために、この実施例では、ＳＣｅｌｌ ２２５－ｅが
ＰＳＣｅｌｌであり、ＳＣｅｌｌ ２２５－ｄはＰＵＣＣＨイネーブルドにされていない
。いくつかの実施例では、２つよりも多くの基地局１０５がＵＥ１１５－ｂのためのサー
ビングセルをサポートし得る。
【００５２】
　[0071]　ＰＣｅｌｌ ２２５－ｃはｐＴＡＧに関連付けられ得、ＳＣｅｌｌ ２２５－ｄ
はｓＴＡＧに関連付けられ得、ＰＳＣｅｌｌ ２２５－ｅはｐｓＴＡＧに関連付けられ得
る（例えば、それがＰＵＣＣＨイネーブルドにされているからである）。いくつかのケー
スでは、各ＴＡＧは、異なったサービング基地局１０５に関連付けられる。ＰＣｅｌｌ 
２２５－ｃは、第１のＰＵＣＣＨセルグループに関連付けられ得、ＰＳＣｅｌｌ ２２５
－ｅは、第２のＰＵＣＣＨセルグループに関連付けられ得る。ＳＣｅｌｌ ２２５－ｄは
、第１のＰＵＣＣＨセルグループまたは第２のＰＵＣＣＨセルグループのいずれかに関連
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付けられ得る。いくつかの実施例では、ｐＴＡＧ内の追加のサービングセルが第１のＰＵ
ＣＣＨセルグループに関連付けられ得る。いくつかの実施例では、ｐｓＴＡＧ内の追加の
サービングセルが第２のＰＵＣＣＨセルグループに関連付けられ得る。いくつかのケース
では、ｓＴＡＧ内の追加のサービングセルは、ＳＣｅｌｌ ２２５－ｄと同じＰＵＣＣＨ
セルグループに関連付けられ、他方、他の実施例では、ｓＴＡＧ内の追加のサービングセ
ルは、ＳＣｅｌｌ ２２５－ｄとは異なったＰＵＣＣＨセルグループに関連付けられる。
すなわち、ｐＴＡＧは第１のＰＵＣＣＨセルグループに関連付けられ得、ｐｓＴＡＧは第
２のＰＵＣＣＨセルグループに関連付けられ得、ｓＴＡＧは、第１のＰＵＣＣＨセルグル
ープもしくは第２のＰＵＣＣＨセルグループのいずれか、またはその両方に関連付けられ
得、これは、ｓＴＡＧがＰＵＣＣＨイネーブルドセルを含まないからである。異なるセル
グループとのこの異なるＴＡＧの関連付けは、異なるＰＵＣＣＨグループに属するセル間
にＭＡＣレイヤにおけるあるレベルの独立性（a level of independence）を提供し得る
。
【００５３】
　[0072]　本開示の諸態様によれば、基地局１０５－ｂは、ＵＥ１１５－ｂのために、ｐ
ＴＡＧ、ｐｓＴＡＧ、ｓＴＡＧ、およびＰＵＣＣＨセルグループのセットを設定し得る。
いずれかのＴＡＧについて時間アライメントタイマが満了する場合、ＵＥ１１５－ｂは、
どのサービングセルがそのＴＡＧに関連付けられるか、および／または関連付けられたＰ
ＵＣＣＨセルグループを決定し、そしてサービングセルのそのサブセットについてタイミ
ングアライメントプロシージャ（図４を参照して以下で説明する）を実施し得る。
【００５４】
　[0073]　図３Ａは、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨのためのタイミン
グアライメントプロシージャのためのタイミングアライメント設定３０１の一例を示す。
タイミングアライメント設定３０１は、図２Ａのワイヤレス通信システム２０１の例示的
な設定を示し得る。タイミングアライメント設定３０１は、ＰＣｅｌｌとＳＣｅｌｌとを
含む、ｐＴＡＧ３０５－ａを含み得る。ＰＣｅｌｌは、第１のＰＵＣＣＨセルグループ３
１０－ａに関連付けられ得、ＰＳＣｅｌｌは、第２のＰＵＣＣＨセルグループ３２０－ａ
に関連付けられ得る。
【００５５】
　[0074]　本開示の諸態様によれば、基地局１０５は、ＵＥ１１５－ａ（図２Ａ）のため
にＰＵＣＣＨセルグループのとｐＴＡＧとを設定し得る。ｐＴＡＧについての時間アライ
メントタイマが満了した場合、ＵＥ１１５－ａは、どのＰＵＣＣＨイネーブルドセルがｐ
ＴＡＧ内にあるかを決定し、そして、関連付けられたＰＵＣＣＨセルグループについてタ
イミングアライメントプロシージャを実施し得る。例えば、ＲＲＣレイヤは、ＰＣｅｌｌ
とＰＳＣｅｌｌの両方のＰＵＣＣＨをリリースするように通知され得る。すなわち、ＵＥ
１１５－ａは、ｐＴＡＧ３０５－ａについての時間アライメントタイマが満了すると、Ｐ
ＵＣＣＨセルグループ３１０－ａおよびＰＵＣＣＨセルグループ３２０－ａのサービング
セルについて時間アライメントプロシージャを実施し得る。
【００５６】
　[0075]　図３Ｂは、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨのためのタイミン
グアライメントプロシージャのためのタイミングアライメント設定３０２の一例を示す。
タイミングアライメント設定３０２は、図２Ｂのワイヤレス通信システム２０２の例示的
な設定を示し得る。タイミングアライメント設定３０２は、ＰＣｅｌｌを含むｐＴＡＧ３
０５－ｂ、ＰＳＣｅｌｌを含むｐｓＴＡＧ３１５－ｂ、および１つまたは複数のＳＣｅｌ
ｌを含むｓＴＡＧ３２５－ｂを含み得る。ＰＣｅｌｌは、第１のＰＵＣＣＨセルグループ
３１０－ｂに関連付けられ得、ＰＳＣｅｌｌは、第２のＰＵＣＣＨセルグループ３２０－
ｂに関連付けられ得る。タイミングアライメント設定３０２の例によれば、ｓＴＡＧ３２
５－ｂに関連付けられたＳＣｅｌｌは、第１のＰＵＣＣＨセルグループ３１０－ｂまたは
第２のＰＵＣＣＨセルグループ３２０－ｂに関連付けられ得るが、この例では両方ではな
い。



(17) JP 6622286 B2 2019.12.18

10

20

30

40

50

【００５７】
　[0076]　時間アライメントタイマがｐＴＡＧ３０５－ｂについて満了した場合、ＵＥ１
１５－ｂ（図２Ｂ）は、ＰＣｅｌｌのＰＵＣＣＨをリリースするようにＲＲＣレイヤに通
知し得る。ＵＥ１１５－ｂは、次いで、第１のＰＵＣＣＨセルグループ３１０－ｂに関連
付けられた他のＴＡＧについてすべての時間アライメントタイマが満了したとみなし得る
。ＵＥ１１５は、時間アライメントタイマが満了した（またはタイマが満了したとみなさ
れた）ＴＡＧ内のすべてのサービングセルについてタイミングアライメントプロシージャ
を実施し得る。すなわち、ＵＥ１１５－ｂは、ｐＴＡＧ３０５－ｂについて時間アライメ
ントタイマが満了すると、ＰＵＣＣＨセルグループ３１０－ｂのサービングセルについて
時間アライメントプロシージャを実施し得る。
【００５８】
　[0077]　時間アライメントタイマがｐｓＴＡＧ３１５－ｂについて満了した場合、ＵＥ
１１５－ｂは、ＲＲＣレイヤに、ＰＳＣｅｌｌのＰＵＣＣＨをリリースするように通知し
得る。ＵＥ１１５－ｂは、次いで、第２のＰＵＣＣＨセルグループ３２０－ｂに関連付け
られた他のＴＡＧについてすべての時間アライメントタイマが満了したとみなし得る。Ｕ
Ｅ１１５－ｂは、時間アライメントタイマが満了した（または満了したとみなされた）Ｔ
ＡＧ内のすべてのサービングセルについてタイミングアライメントプロシージャを実施し
得る。ＵＥ１１５－ｂは、したがって、ｐｓＴＡＧ３１５－ｂについての時間アライメン
トタイマが満了すると、ＰＵＣＣＨセルグループ３２０－ｂのサービングセルについて時
間アライメントプロシージャを実施し得、ＰＵＣＣＨセルグループ３２０－ｂのサービン
グセルについての時間アライメントプロシージャは、ｐＴＡＧ３０５－ｂの時間アライメ
ントタイマに関係なく実施され得る。
【００５９】
　[0078]　時間アライメントタイマがｓＴＡＧ３２５－ｂについて満了した場合、ＵＥ１
１５は、ｓＴＡＧ３２５－ｂ内のすべてのサービングセルについてタイミングアライメン
トプロシージャを実施し得る。いくつかの実施例では、非ＰＵＣＣＨイネーブルドセルだ
けを含むＴＡＧについてのタイミングアライメントプロシージャは、ＰＵＣＣＨイネーブ
ルドセルを含むＴＡＧについてのタイミングアライメントプロシージャとは異なるもので
あり得る。例えば、ＰＵＣＣＨイネーブルドセルを備えたＴＡＧについてのタイミングア
ライメントプロシージャは、ＤＬ割当ておよびＵＬグラントをクリアすることを含み得る
のに対し、ＰＵＣＣＨイネーブルドセルのないＴＡＧについてのタイミングアライメント
プロシージャは、これらのステップを含まないことがあり得る。
【００６０】
　[0079]　図３Ｃは、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨについてのタイミ
ングアライメントプロシージャのためのタイミングアライメント設定３０３の一例を示す
。タイミングアライメント設定３０３は、図２Ｂのワイヤレス通信システム２０２の例示
的な設定を示し得る。タイミングアライメント設定３０３は、ＰＣｅｌｌを含むｐＴＡＧ
３０５－ｃ、ＰＳＣｅｌｌを含むｐｓＴＡＧ３１５－ｃ、および１つまたは複数のＳＣｅ
ｌｌを含むｓＴＡＧ３２５－ｃを含み得る。ＰＣｅｌｌは、第１のＰＵＣＣＨセルグルー
プ３１０－ｃに関連付けられ得、ＰＳＣｅｌｌは、第２のＰＵＣＣＨセルグループ３２０
－ｃに関連付けられ得る。タイミングアライメント設定３０３の例によれば、ｓＴＡＧ３
２５－ｃに関連付けられたＳＣｅｌｌは、第１のＰＵＣＣＨセルグループ３１０－ｂ、第
２のＰＵＣＣＨセルグループ３２０－ｂ、またはその両方に関連付けられ得る。ＵＥ１１
５－ｂは、したがって、ｐＴＡＧ３０５－ｂに関連付けられた時間アライメントタイマが
満了すると、ｓＴＡＧ３２５－ｃのいくつかのセル（例えば、ＰＵＣＣＨセルグループ３
１０－ｂに関連付けられたもの）のタイミングアライメントプロシージャを実施し得、あ
るいは、ＵＥ１１５－ｂは、ｐｓＴＡＧ３１５－ｂに関連付けられた時間アライメントタ
イマが満了すると、ｓＴＡＧ３２５－ｂの他のセル（例えば、ＰＵＣＣＨセルグループ３
２０－ｂに関連付けられたもの）についてタイミングアライメントプロシージャを実施し
得る。
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【００６１】
　[0080]　時間アライメントタイマがｐＴＡＧ３０５－ｃについて満了した場合、ＵＥ１
１５－ｂ（図２Ｂ）は、ＲＲＣレイヤに、ＰＣｅｌｌのＰＵＣＣＨをリリースするように
通知し得る。ＵＥ１１５－ｂは、第１のＰＵＣＣＨセルグループ３１０－ｃまたはｐＴＡ
Ｇ３０５－ｃ内のすべてのサービングセルについてタイミングアライメントプロシージャ
を実施し得る。
【００６２】
　[0081]　時間アライメントタイマがｐｓＴＡＧ３１５－ｃについて満了した場合、ＵＥ
１１５－ｂは、ＲＲＣレイヤに、ＰＳＣｅｌｌ　ＰＵＣＣＨをリリースするように通知し
得る。ＵＥ１１５は、ＰＵＣＣＨセルグループ３２０－ｃまたはｐｓＴＡＧ　３１５－ｃ
内のすべてのサービングセルについてタイミングアライメントプロシージャを実施し得る
。
【００６３】
　[0082]　ｓＴＡＧ３２５－ｃについて時間アライメントタイマが満了した場合、ＵＥ１
１５－ｂは、ｓＴＡＧ３２５－ｃ内のすべてのサービングセルについてタイミングアライ
メントプロシージャを実施し得る。いくつかの実施例では、ＰＵＣＣＨイネーブルドセル
がないＴＡＧについてのタイミングアライメントプロシージャは、ＰＵＣＣＨイネーブル
ドセルを備えたＴＡＧについてのタイミングアライメントプロシージャとは異なるもので
あり得る。
【００６４】
　[0083]　いくつかのケースでは、ＵＥ１１５－ｂは、３よりも多くのＴＡＧおよび２よ
りも多くのＰＵＣＣＨセルグループに関連付けられ得る。１つのｐＴＡＧが存在すること
もあり得るが、１よりも多くのｓＴＡＧまたはｐｓＴＡＧが存在することもあり得る。こ
れらのケースでは、各ｓＴＡＧのセルは、すべて、図３Ｂのように同じＰＵＣＣＨセルグ
ループに関連付けられ得、または図３Ｃのように異なるＰＵＣＣＨセルグループに関連付
けられ得る。
【００６５】
　[0084]　図４は、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨを伴うタイミングア
ライメントプロシージャについてのプロセス図４００の一例を示す。プロセス図４００は
、ＵＥ１１５－ｃのためのプライマリサービング基地局であり得る基地局１０５－ｄ間の
通信を含み得る。基地局１０５－ｄとＵＥ１１５－ｃとの間の通信は、ＲＲＣレイヤとＭ
ＡＣレイヤとを介して起こり得る。プロセス図４００は、先行する図を参照して前述した
タイミングアライメントプロシージャを示し得る。
【００６６】
　[0085]　ステップ４０５において、基地局１０５－ｄは、ＵＥのためにＴＡＧのセット
を設定し得る。例えば、基地局１０５－ｄは、ｐＴＡＧ、ｐｓＴＡＧ、および／またはｓ
ＴＡＧを設定し得る。
【００６７】
　[0086]　ステップ４１０において、基地局１０５－ｄは、第１のＰＵＣＣＨセルグルー
プと第２のＰＵＣＣＨセルグループとを含む、ＵＥについてのＰＵＣＣＨセルグループの
セットを設定し得る。基地局１０５－ｄは、次いで、ｐＴＡＧのサービングセルの第１の
セットを第１のＰＵＣＣＨセルグループに関連付け得る。基地局１０５－ｄは、ｐＴＡＧ
のサービングセルの第２のセットを第２のＰＵＣＣＨセルグループに関連付け得る。いく
つかの実施例では（例えば、キャリアアグリゲーションにおいて）、第１のＰＵＣＣＨセ
ルグループおよび第２のＰＵＣＣＨセルグループは、いずれもＵＥ１１５－ｃについての
サービングセルからなる。ｓＴＡＧのサービングセルは、図２Ｂおよび図２Ｃを参照して
前述した第１のＰＵＣＣＨセルグループまたは第２のＰＵＣＣＨセルグループのいずれか
にあり得る。いくつかの実施例では、ＴＡＧとＰＵＣＣＨセルグループとの間の関連付け
は、非対称である。すなわち、ＴＡＧの数は、ＰＵＣＣＨセルグループの数と同じではな
いことがあり得、ＴＡＧとＰＵＣＣＨセルグループとの間に１対１のマッピングが存在し
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ないことがあり得る。しかしながら、ＴＡＧのセットとＰＵＣＣＨセルグループのセット
の両方が、ともにＵＥ１１５－ｃのためのサービングセル（またはコンポーネントキャリ
ア）から成り得、各サービングセルが１つのＴＡＧ内および１つのＰＵＣＣＨセルグルー
プ内にあり得る。
【００６８】
　[0087]　基地局１０５－ｄは、ステップ４１５において、ＵＥ１１５－ｃにＲＲＣ設定
メッセージを送信し得る。これは、ＵＥ１１５－ｃが、ＴＡＧのセット、ＰＵＣＣＨセル
グループのセット、およびＴＡＧとＰＵＣＣＨセルグループとの間の関連付けを識別する
ことを可能にし得る。
【００６９】
　[0088]　いくつかのケースでは、ＵＥ１１５－ｃは、基地局１０５－ｄがタイミングオ
フセットを確立できるようにするために１つまたは複数のＳＲＳ４２０を送信し得る。い
くつかのケースでは、ＵＥ１１５－ｃは、異なるＴＡＧに関連付けられた１つよりも多く
の基地局１０５にＳＲＳを送信し得る。
【００７０】
　[0089]　基地局１０５－ｄは、ステップ４２５において、ＴＡＧ（例えば、ｐＴＡＧ）
についてのタイミングアライメントを確立するために、ＵＥ１１５－ｃにタイミングアド
バンスコマンドを送信し得る。いくつかのケースでは、基地局１０５－ｄは、ステップ２
においてマルチプルなＴＡＧのために１つよりも多くのタイミングアドバンスコマンドを
送信する。他のケースでは、異なる基地局１０５（図示せず）が、また、異なるＴＡＧ（
例えば、ｐｓＴＡＧまたはｓＴＡＧ）についてＵＥ１１５－ｃにタイミングアドバンスコ
マンドを送信し得る。
【００７１】
　[0090]　ステップ４３０において、ＵＥ１１５－ｃは、ステップ４２５においてタイミ
ングアドバンスコマンドを受信したことに基づいて時間アライメントタイマを開始し得る
。いくつかのケースでは、ＵＥ１１５－ｃは、ＴＡＧのセット内の各ＴＡＧについて時間
アライメントタイマを開始する。いくつかのケースでは、タイミングアドバンスコマンド
は、タイマを開始するようにとのＵＥ１１５－ｃへのインジケーションであり得る。した
がって、基地局１０５－ｄは、１つまたは複数のＴＡＧ（例えば、ｐＴＡＧ、ｓＴＡＧ、
および／またはｐｓＴＡＧ）についての時間アライメントタイマを開始するとみなされ得
る。
【００７２】
　[0091]　ステップ４３５において、ＵＥ１１５－ｃは、１つまたは複数のＴＡＧについ
て時間アライメントタイマが満了したと決定し得る。次いで、ステップ４４０において、
ＵＥ１１５－ｃは、時間アライメントタイマの満了に基づいて第１または第２のＰＵＣＣ
Ｈセルグループのサービングセルについてタイミングアライメントプロシージャを実施し
得る。ＵＥ１１５－ｃは、図３Ａ、図３Ｂ、および図３Ｃを参照して前述したような、Ｔ
ＡＧのセットとＰＵＣＣＨセルグループのセットとの間の関連付けに基づいてタイミング
アライメントプロシージャを決定し得る。例えば、ＵＥ１１５－ｃは、前述のように、Ｍ
ＡＣレイヤプロシージャをそれについて実行すべき、サービングセルのサブセットを決定
し得る。いくつかの実施例では、タイミングアライメントプロシージャは、ＰＵＣＣＨイ
ネーブルドセルにおいてＰＵＣＣＨをリリースするようにＲＲＣコントロールに通知する
こと、ＳＲＳをリリースするようにＲＲＣコントロールエンティティに通知すること、サ
ービングセルについてＨＡＲＱバッファをフラッシュすること、サービングセルについて
ＤＬ割当てをクリアすること、および／またはサービングセルについてＵＬグラントをク
リアすることを含む。
【００７３】
　[0092]　ステップ４４５において、ＵＥ１１５－ｃは、ＳＲＳを送信するためのリソー
スを得るためにＳＲＳ要求を送信し得る。これで、ＳＲＳは、基地局１０５－ｄが新しい
タイミングオフセットを決定することを可能にし得る（例えば、ＵＥ１１５－ｃが移動し
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、伝搬遅延が変化した場合）。基地局１０５－ｄは、次いで、ＴＡＧに関連付けられた新
しいタイミングアドバンスコマンドを送信し、ステップ４２５から上述したプロセスを繰
り返すことができる。
【００７４】
　[0093]　図５は、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨのためのタイミング
アライメントプロシージャのためのＵＥ１１５－ｄのブロック図５００を示す。ＵＥ１１
５－ｄは、図１～図４を参照して説明したＵＥ１１５の諸態様の一例であり得る。ＵＥ１
１５－ｄは、受信機５０５、タイミングアライメントモジュール５１０、および／または
送信機５１５を含み得る。ＵＥ１１５－ｄは、また、プロセッサを含み得る。これらのコ
ンポーネントの各々は、互いに通信し得る。
【００７５】
　[0094]　ＵＥ１１５－ｄのコンポーネントは、個々に、あるいは集合的に、ハードウェ
アにおいて適用可能な機能の一部またはすべてを実施するように適合された少なくとも１
つの特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）により実装され得る。代替的に、機能は、１つま
たは複数のＩＣ上で、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって実施さ
れ得る。他の実施形態では、他のタイプの集積回路が使用されることができ（例えば、構
造化／プラットフォームＡＳＩＣ、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）
、または別のセミカスタムＩＣ）、それらは当該技術分野で知られている任意の方式でプ
ログラムされ得る。各ユニットの機能は、また、全体的に、あるいは部分的に、１つまた
は複数の汎用プロセッサまたは特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォー
マットされた、メモリに組み込まれた命令によって実装され得る。いくつかの実施形態で
は、コンポーネントは、本明細書に記載された機能を果たす専用のハードウェア（例えば
、回路または回路構成）において実行されることができる。
【００７６】
　[0095]　受信機５０５は、パケット、ユーザデータ、および／または様々な情報チャネ
ル（例えば、制御チャネル、データチャネル、タイミングアドバンスコマンド、など）に
関連付けられた制御情報などの情報を受信し得る。情報は、タイミングアライメントモジ
ュール５１０に渡され、そしてＵＥ１１５－ｄの他のコンポーネントに渡され得る。
【００７７】
　[0096]　タイミングアライメントモジュール５１０は、ＴＡＧのセットを識別し、そし
て、第１のＰＵＣＣＨセルグループと第２のＰＵＣＣＨセルグループとを備えるＰＵＣＣ
Ｈセルグループのセットを識別し得る。タイミングアライメントモジュール５１０は、Ｔ
ＡＧのセットとＰＵＣＣＨセルグループのセットとの間の関連付けに基づいてタイミング
アライメントプロシージャを決定し得る。
【００７８】
　[0097]　送信機５１５は、ＵＥ１１５－ｄの他のコンポーネントから受信された信号を
送信し得る（例えば、ＰＵＣＣＨ、ＳＲＳ、またはＳＲＳのためのリソースをリリースす
るようにとの要求）。いくつかの実施形態では、送信機５１５は、トランシーバにおいて
受信機５０５とコロケートされる。送信機５１５は、単一のアンテナを含み得、または複
数のアンテナを含み得る。
【００７９】
　[0098]　図６は、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨのためのタイミング
アライメントプロシージャのためのＵＥ１１５－ｅのブロック図６００を示す。ＵＥ１１
５－ｅは、図１～図５を参照して説明したＵＥ１１５の諸態様の一例であり得る。ＵＥ１
１５－ｅは、受信機５０５－ａ、タイミングアライメントモジュール５１０－ａ、および
／または送信機５１５－ａを含み得る。ＵＥ１１５－ｅは、また、プロセッサを含み得る
。これらのコンポーネントの各々が互いに通信し得る。タイミングアライメントモジュー
ル５１０－ａは、また、ＴＡＧ識別モジュール６０５、ＰＵＣＣＨ　ＣＧ識別モジュール
６１０、およびアライメント処理モジュール６１５を含み得る。
【００８０】
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　[0099]　ＵＥ１１５－ｅのコンポーネントは、個々に、あるいは集合的に、ハードウェ
アにおいて適用可能な機能の一部またはすべてを実施するように適合された少なくとも１
つのＡＳＩＣにより実装され得る。代替的に、機能は、少なくとも１つのＩＣ上で、１つ
または複数の他の処理ユニット（またはコア）によって実施され得る。他の実施形態では
、他のタイプの集積回路が使用されることができ（例えば、構造化／プラットフォームＡ
ＳＩＣ、ＦＰＧＡ、または別のセミカスタムＩＣ）、それらは当該技術分野で知られてい
る任意の方法でプログラムされ得る。各ユニットの機能は、また、全体的に、あるいは部
分的に、１つまたは複数の汎用プロセッサまたは特定用途向けプロセッサによって実行さ
れるようにフォーマットされた、メモリに組み込まれた命令によって実装され得る。いく
つかの実施形態では、モジュールは、本明細書に記載された機能を果たす専用のハードウ
ェア（例えば、回路または回路構成）において実行されることができる。
【００８１】
　[0100]　受信機５０５－ａは、情報を受信し、それが、タイミングアライメントモジュ
ール５１０－ａに渡され、そしてＵＥ１１５－ｅの他のコンポーネントに渡され得る。タ
イミングアライメントモジュール５１０－ａは、図５を参照して前述した動作を実施し得
る。送信機５１５－ａは、ＵＥ１１５－ｅの他のコンポーネントから受信された信号を送
信し得る。
【００８２】
　[0101]　ＴＡＧ識別モジュール６０５は、図２～図４を参照して上述したＴＡＧのセッ
トを識別し得る。いくつかの実施例では、ＴＡＧのセットは、ｐＴＡＧからなる。いくつ
かの実施例では、ＴＡＧのセットは、ｐＴＡＧとｐｓＴＡＧとを含む。他のケースでは、
ＴＡＧのセットはｓＴＡＧを含む。
【００８３】
　[0102]　ＰＵＣＣＨ　ＣＧ識別モジュール６１０は、図２～図４を参照して前述したよ
うに、第１のＰＵＣＣＨセルグループと第２のＰＵＣＣＨセルグループとを備えるＰＵＣ
ＣＨセルグループのセットを識別し得る。いくつかの実施例では、第１のＰＵＣＣＨセル
グループは、ＰＣｅｌｌを備えるサービングセルのセットであり得る。いくつかの実施例
では、第２のＰＵＣＣＨセルグループは、ＰＵＣＣＨイネーブルドセカンダリセル（ＰＳ
Ｃｅｌｌ）を備えるサービングセルのセットであり得る。
【００８４】
　[0103]　アライメント処理モジュール６１５は、図２～図４を参照して前述したように
、ＴＡＧのセットとＰＵＣＣＨセルグループのセットとの間の関連付けに基づいてタイミ
ングアライメントプロシージャを決定し得る。アライメント処理モジュール６１５は、ま
た、図２～図４を参照して前述したように、時間アライメントタイマが満了すると、第１
または第２のＰＵＣＣＨセルグループのうちの少なくとも１つのサービングセルについて
タイミングアライメントプロシージャを実施し得る。いくつかの実施例では、タイミング
アライメントプロシージャは、ＰＵＣＣＨイネーブルドセルにおいてＰＵＣＣＨをリリー
スするようにＲＲＣコントロールに通知すること、ＳＲＳをリリースするようにＲＲＣコ
ントロールエンティティに通知すること、サービングセルについてＨＡＲＱバッファをフ
ラッシュすること、サービングセルについてＤＬ割当てをクリアすること、またはサービ
ングセルについてＵＬグラントをクリアすることのうちの少なくとも１つを含む。
【００８５】
　[0104]　図７は、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨのためのタイミング
アライメントプロシージャのためのタイミングアライメントモジュール５１０－ｂのブロ
ック図７００を示す。タイミングアライメントモジュール５１０－ｂは、図５～図７を参
照して説明したタイミングアライメントモジュール５１０の諸態様の一例であり得る。タ
イミングアライメントモジュール５１０－ｂは、ＴＡＧ識別モジュール６０５－ａ、ＰＵ
ＣＣＨ　ＣＧ識別モジュール６１０－ａ、およびアライメント処理モジュール６１５－ａ
を含み得る。これらのモジュールの各々が図７を参照して前述した機能を果たし得る。タ
イミングアライメントモジュール５１０－ｂは、また、時間アライメントタイマ７０５と
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、関連付け識別モジュール７１０とを含み得る。
【００８６】
　[0105]　タイミングアライメントモジュール５１０－ｂのコンポーネントは、個々に、
あるいは集合的に、ハードウェアにおいて適用可能な機能の一部またはすべてを実施する
ように適合された少なくとも１つのＡＳＩＣにより実装され得る。代替的に、機能は、Ｉ
Ｃ上で、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって実施され得る。他の
実施形態では、他のタイプの集積回路が使用されることができ（例えば、構造化／プラッ
トフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、または別のセミカスタムＩＣ）、それらは当該技術分野
で知られている任意の方法でプログラムされ得る。各ユニットの機能は、また、全体的に
、あるいは部分的に、１つまたは複数の汎用プロセッサまたは特定用途向けプロセッサに
よって実行されるようにフォーマットされた、メモリに組み込まれた命令によって実装さ
れ得る。いくつかの実施形態では、モジュールは、本明細書に記載された機能を果たす専
用のハードウェア（例えば、回路または回路構成）において実行されることができる。
【００８７】
　[0106]　時間アライメントタイマ７０５は、図２～図４を参照して前述したように、Ｔ
ＡＧのセットの各ＴＡＧについて時間アライメントタイマを開始し得る。例えば、時間ア
ライメントタイマ７０５は、タイミングアドバンスコマンドに応答して時間アライメント
タイマを開始し得る。
【００８８】
　[0107]　関連付け識別モジュール７１０は、図２～図４を参照して前述したように、第
１および第２のＰＵＣＣＨセルグループとＴＡＧのセットとの間の関連付けを識別し得る
。関連付け識別モジュール７１０は、図２～図４を参照して前述したようにｐＴＡＧと第
１のＰＵＣＣＨセルグループとの間の関連付けを識別し得る。関連付け識別モジュール７
１０は、また、図２～図４に関して前述したように、ｐｓＴＡＧと第２のＰＵＣＣＨセル
グループとの間の関連付けを識別し得る。いくつかのケースでは、関連付け識別モジュー
ル７１０は、図２～図４を参照して前述したように、ｓＴＡＧと第１または第２のＰＵＣ
ＣＨセルグループのいずれかとの間の関連付けを識別し得る。他の実施例では、関連付け
識別モジュール７１０は、また、図２～図４を参照して前述したように、ｓＴＡＧの第１
のサービングセルと第１のＰＵＣＣＨセルグループとの間の関連付けを識別し得る。さら
に他のケースでは、関連付け識別モジュール７１０は、図２～図４を参照して前述したよ
うに、ｓＴＡＧの第２のサービングセルと第２のＰＵＣＣＨセルグループとの間の関連付
けを識別し得る。ＴＡＧのセットとＰＵＣＣＨセルグループのセットとの間の関連付けは
、非対象であり得、例えば、セット間に１対１の対応がない場合があり得る。
【００８９】
　[0108]　図８は、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨのためのタイミング
アライメントプロシージャのためのシステム８００の図を示す。システム８００は、図１
～図７を参照して説明したＵＥ１１５の一例であり得る、ＵＥ１１５－ｆを含み得る。Ｕ
Ｅ１１５－ｆは、図５～図７を参照して説明したタイミングアライメントモジュールの一
例であり得る、タイミングアライメントモジュール８１０を含み得る。ＵＥ１１５－ｆは
、また、タイマ８２５を含み得る。いくつかの実施例では、ＵＥ１１５－ｆは、通信を送
信するコンポーネントおよび通信を受信するコンポーネントを含む、双方向の音声および
データ通信のためのコンポーネントを含む。例えば、ＵＥ１１５－ｆは、基地局１０５－
ｅまたは別のＵＥ１１５－ｇと通信し得る。
【００９０】
　[0109]　タイマ８２５は、ＵＥ１１５－ｆについて時間の精確な測定をし続けるように
構成され得る。これは、ＵＥ１１５－ｆが、タイミングアドバンスコマンドに基づいて１
つまたは複数のＴＡＧと送信を同期させることを可能にし得る。タイマ８２５は、また、
時間アライメントタイマ間隔がいつ満了したかを決定するように構成され得る。いくつか
の実施例では、タイマ８２５は、ＭＡＣ制御要素（ＣＥ）timeAlignmentTimerである。
【００９１】
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　[0110]　ＵＥ１１５－ｆは、また、プロセッサ８０５およびメモリ８１５（ソフトウェ
ア（ＳＷ）８２０を含む）、トランシーバ８３５、および１つまたは複数のアンテナ８４
０を含み得、それらの各々が、直接的または間接的に、互いに（例えばバス８４５を介し
て）通信し得る。トランシーバ８３５は、前述のように、アンテナ８４０を介して、およ
び／またはワイヤードリンクもしくはワイヤレスリンクを介して、１つまたは複数のネッ
トワークと双方向に通信し得る。例えば、トランシーバ８３５は、基地局１０５と双方向
に通信し得る。トランシーバ８３５は、パケットを変調し、変調されたパケットを送信の
ためにアンテナ８４０に提供し、そしてアンテナ８４０から受信されたパケットを復調す
る、モデムを含み得る。ＵＥ１１５－ｆは単一のアンテナを含み得るが、ＵＥ１１５－ｆ
は、また、マルチプルなワイヤレス送信を並列に送信および／または受信することが可能
なマルチプルなアンテナを有し得る。トランシーバ８３５は、また、１つまたは複数の基
地局１０５と並列に通信することが可能であり得る。
【００９２】
　[0111]　メモリ８１５は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および読取専用メモリ（
ＲＯＭ）を含み得る。メモリ８１５は、実行されたときに、本明細書に記載の様々な機能
（例えば、デュアルＰＵＣＣＨのためのタイミングアライメントプロシージャなど）をプ
ロセッサ８０５に実施させる命令を含む、コンピュータ読取可能でコンピュータ実行可能
なソフトウェア／ファームウェアコード８２０を記憶し得る。代替的に、ソフトウェア／
ファームウェアコード８２０は、プロセッサ８０５によって直接的に実行可能ではないが
、本明細書に記載された機能を（例えば、コンパイルされ実行されたときに）コンピュー
タに実施させるものであり得る。プロセッサ８０５は、インテリジェントハードウェアデ
バイス、例えば、中央処理装置（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み
得る。いくつかの実施形態では、モジュールは、本明細書に記載された機能を果たす専用
のハードウェア（例えば、回路または回路構成）において実行されることができる。
【００９３】
　[0112]　図９は、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨのためのタイミング
アライメントプロシージャのための基地局１０５－ｆのブロック図９００を示す。基地局
１０５－ｆは、図１～図４を参照して説明した基地局１０５の諸態様の一例であり得る。
基地局１０５－ｆは、受信機９０５、タイミング設定モジュール９１０、および／または
送信機９１５を含み得る。基地局１０５－ｆは、また、プロセッサを含み得る。これらの
コンポーネントの各々が互いに通信し得る。
【００９４】
　[0113]　基地局１０５－ｆのコンポーネントは、個々に、あるいは集合的に、ハードウ
ェアにおいて適用可能な機能の一部またはすべてを実施するように適合された少なくとも
１つのＡＳＩＣにより実装され得る。代替的に、機能は、１つのＩＣもしくは複数のＩＣ
上で、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって実施され得る。他の実
施形態では、他のタイプの集積回路が使用されることができ（例えば、構造化／プラット
フォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、またはその他のセミカスタムＩＣ）、それらは当該技術分
野で知られている任意の方法でプログラムされ得る。各ユニットの機能は、また、全体的
に、あるいは部分的に、１つまたは複数の汎用プロセッサまたは特定用途向けプロセッサ
によって実行されるようにフォーマットされた、メモリに組み込まれた命令によって実装
され得る。いくつかの実施形態では、コンポーネントは、本明細書に記載された機能を果
たす専用のハードウェア（例えば、回路または回路構成）において実行されることができ
る。
【００９５】
　[0114]　受信機９０５は、パケット、ユーザデータ、および／または様々な情報チャネ
ル（例えば、制御チャネル、データチャネル、ＰＵＣＣＨ送信、ＳＲＳなど）に関連付け
られた制御情報などの情報を受信し得る。情報は、タイミング設定モジュール９１０に渡
され、そして基地局１０５－ｆの他のコンポーネントに渡され得る。
【００９６】
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　[0115]　タイミング設定モジュール９１０は、ＵＥのためにプライマリタイミング調整
グループ（ｐＴＡＧ）を設定し得る。タイミング設定モジュール９１０は、ＵＥのために
ＰＵＣＣＨセルグループのセットを設定し得、ＰＵＣＣＨセルグループのセットは、第１
のＰＵＣＣＨセルグループと第２のＰＵＣＣＨセルグループとを備える。タイミング設定
モジュール９１０は、第１のＰＵＣＣＨセルグループにｐＴＡＧのサービングセルの第１
のセットを関連付け得る。
【００９７】
　[0116]　送信機９１５は、ＲＲＣ設定メッセージおよびタイミングアドバンスコマンド
など、基地局１０５－ｆの他のコンポーネントから受信された信号を送信し得る。いくつ
かの実施形態では、送信機９１５は、（１つまたは複数の）トランシーバにおいて受信機
９０５とコロケートされ得る。送信機９１５は、単一のアンテナを含み得、または複数の
アンテナを含み得る。
【００９８】
　[0117]　図１０は、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨのためのタイミン
グアライメントプロシージャのための基地局１０５－ｇのブロック図１０００を示す。基
地局１０５－ｇは、図１～図４、および図８を参照して説明した基地局１０５の諸態様の
一例であり得る。基地局１０５－ｇは、受信機９０５－ａ、タイミング設定モジュール９
１０－ａ、および／または送信機９１５－ａを含み得る。基地局１０５－ｇは、また、プ
ロセッサを含み得る。これらのコンポーネントの各々が互いに通信し得る。タイミング設
定モジュール９１０－ａは、また、ＴＡＧ設定モジュール１００５、ＰＵＣＣＨ　ＣＧ設
定モジュール１０１０、および関連付けモジュール１０１５を含み得る。
【００９９】
　[0118]　基地局１０５－ｇのコンポーネントは、個々に、あるいは集合的に、ハードウ
ェアにおいて適用可能な機能の一部またはすべてを実施するように適合された少なくとも
１つのＡＳＩＣにより実装され得る。代替的に、機能は、１つまたは複数の他の処理ユニ
ット（またはコア）、１つのＩＣまたは複数のＩＣによって実施され得る。他の実施形態
では、他のタイプの集積回路が使用されることができ（例えば、構造化／プラットフォー
ムＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、またはその他のセミカスタムＩＣ）、それらは当該技術分野で知
られている任意の方法でプログラムされ得る。各ユニットの機能は、また、全体的に、あ
るいは部分的に、１つまたは複数の汎用プロセッサまたは特定用途向けプロセッサによっ
て実行されるようにフォーマットされた、メモリに組み込まれた命令によって実装され得
る。いくつかの実施形態では、モジュールは、本明細書に記載された機能を果たす専用の
ハードウェア（例えば、回路または回路構成）において実行されることができる。
【０１００】
　[0119]　受信機９０５－ａは、情報を受信し、それが、タイミング設定モジュール９１
０－ａに渡され、そして基地局１０５－ｇの他のコンポーネントに渡され得る。タイミン
グ設定モジュール９１０－ａは、図９を参照して前述した動作を実施し得る。送信機９１
５－ａは、基地局１０５－ｇの他のコンポーネントから受信された信号を送信し得る。
【０１０１】
　[0120]　ＴＡＧ設定モジュール１００５は、図２～図４を参照して前述したようにＵＥ
についてプライマリタイミング調整グループ（ｐＴＡＧ）を設定し得る。ＴＡＧ設定モジ
ュール１００５は、また、図２～図４を参照して前述したようにＵＥについてｐｓＴＡＧ
を設定し得る。ＴＡＧ設定モジュール１００５は、いくつかの実施例では、図２～図４を
参照して前述したように、ｐｓＴＡＧを第２のＰＵＣＣＨセルグループに関連付け得る。
追加的にまたは代替的に、ＴＡＧ設定モジュール１００５は、図２～図４を参照して前述
したように、ＵＥについてｓＴＡＧを設定し得る。いくつかのケースでは、ＴＡＧ設定モ
ジュール１００５は、図２～図４を参照して前述したように、ＵＥについてｓＴＡＧを設
定する。
【０１０２】
　[0121]　ＰＵＣＣＨ　ＣＧ設定モジュール１０１０は、図２～図４を参照して前述した
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ように、第１のＰＵＣＣＨセルグループおよび／または第２のＰＵＣＣＨセルグループを
含む、ＵＥについてのＰＵＣＣＨセルグループのセットを設定し得る。いくつかの実施例
では、第１のＰＵＣＣＨセルグループおよび第２のＰＵＣＣＨセルグループは、ＵＥにつ
いてのサービングセルを含む。いくつかのケースでは、第１のＰＵＣＣＨセルグループは
、ＰＣｅｌｌを備えるサービングセルのセットであり得、他方、第２のＰＵＣＣＨセルグ
ループは、ＰＳＣｅｌｌを備えるサービングセルのセットであり得る。
【０１０３】
　[0122]　関連付けモジュール１０１５は、図２～図４を参照して前述したように、ｐＴ
ＡＧのサービングセルの第１のセットを第１のＰＵＣＣＨセルグループに関連付け得る。
関連付けモジュール１０１５は、また、図２～図４を参照して前述したように、ｐＴＡＧ
のサービングセルの第２のセットを第２のＰＵＣＣＨセルグループに関連付け得る。関連
付けモジュール１０１５は、また、図２～図４を参照して前述したように、ｓＴＡＧを第
１または第２のＰＵＣＣＨセルグループのいずれかに関連付け得る。追加的にまたは代替
的に、関連付けモジュール１０１５は、図２～図４を参照して前述したように、ｓＴＡＧ
のサービングセルの第１のセットを第１のＰＵＣＣＨセルグループに関連付け得る。いく
つかの実施例では、関連付けモジュール１０１５は、また、図２～図４を参照して前述し
たように、ｓＴＡＧのサービングセルの第２のセットを第２のＰＵＣＣＨセルグループに
関連付け得る。
【０１０４】
　[0123]　図１１は、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨのためのタイミン
グアライメントプロシージャのためのタイミング設定モジュール９１０－ｂのブロック図
１１００を示す。タイミング設定モジュール９１０－ｂは、図９～図１１を参照して説明
したタイミング設定モジュール９１０の諸態様の一例であり得る。タイミング設定モジュ
ール９１０－ｂは、ＴＡＧ設定モジュール１００５－ａ、ＰＵＣＣＨ　ＣＧ設定モジュー
ル１０１０－ａ、および関連付けモジュール１０１５－ａを含み得る。これらのモジュー
ルの各々が図１１を参照して前述した機能を果たし得る。タイミング設定モジュール９１
０－ｂは、また、タイマ開始モジュール１１０５を含み得る。
【０１０５】
　[0124]　タイミング設定モジュール９１０－ｂのコンポーネントは、個々に、あるいは
集合的に、ハードウェアにおいて適用可能な機能の一部またはすべてを実施するように適
合された少なくとも１つのＡＳＩＣにより実装され得る。代替的に、機能は、１つまたは
複数のＩＣ上で、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって実施され得
る。他の実施形態では、他のタイプの集積回路が使用されることができ（例えば、構造化
／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、またはその他のセミカスタムＩＣ）、それらは
、当該技術分野で知られている任意の方法でプログラムされ得る。各ユニットの機能は、
また、全体的に、あるいは部分的に、１つまたは複数の汎用プロセッサまたは特定用途向
けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモリに組み込まれた命令
によって実装され得る。いくつかの実施形態では、モジュールは、本明細書に記載された
機能を果たす専用のハードウェア（例えば、回路または回路構成）において実行されるこ
とができる。
【０１０６】
　[0125]　タイマ開始モジュール１１０５は、図２～図４を参照して前述したように、ｐ
ＴＡＧおよびＰＵＣＣＨセカンダリＴＡＧ（ｐｓＴＡＧ）について時間アライメントタイ
マを開始し得る。タイマ開始モジュール１１０５は、また、図２～図４を参照して前述し
たように、セカンダリＴＡＧ（ｓＴＡＧ）について時間アライメントタイマを開始し得る
。
【０１０７】
　[0126]　図１２は、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨのためのタイミン
グアライメントプロシージャのためのシステム１２００の図を示す。システム１２００は
、図１～図４、および図９～図１１を参照して説明した基地局１０５の一例であり得る、
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基地局１０５－ｈを含み得る。基地局１０５－ｈは、図９～図１１を参照して説明したタ
イミング設定モジュール９１０の一例であり得る、タイミング設定モジュール１２１０を
含み得る。基地局１０５－ｈは、また、基地局通信モジュール１２２５を含み得る。いく
つかの実施例では、基地局１０５－ｈは、通信を送信するためのコンポーネントおよび通
信を受信するためのコンポーネントを含む、双方向の音声およびデータ通信のためのコン
ポーネントを含む。例えば、基地局１０５－ｈは、ＵＥ１１５－ｈおよび１１５－ｉと通
信し得る。
【０１０８】
　[0127]　いくつかのケースでは、基地局１０５－ｈは、１つまたは複数のワイヤードバ
ックホールリンクを有する。基地局１０５－ｈは、コアネットワーク１３０へのワイヤー
ドバックホールリンク（例えば、Ｓ１インターフェースなど）を有し得る。基地局１０５
－ｈは、また、基地局間通信リンク（例えば、Ｘ２インターフェースなど）を介して、基
地局１０５－ｍおよび基地局１０５－ｎなどの他の基地局１０５と通信し得る。基地局１
０５の各々が、同じまたは異なるワイヤレス通信技術を使用してＵＥ１１５と通信し得る
。いくつかのケースでは、基地局１０５－ｈは、基地局通信モジュール１２２５を用いて
１０５－ｍおよび／または１０５－ｎなどの他の基地局と通信し得る。いくつかの実施形
態では、基地局通信モジュール１２２５は、基地局１０５のうちのいくつかの間の通信を
提供する、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａワイヤレス通信ネットワーク技術内でＸ２インターフェー
スを提供し得る。いくつかのケースでは、基地局１０５－ｈは、コアネットワーク１３０
を通じて他の基地局と通信する。追加的にまたは代替的に、基地局１０５－ｈは、ネット
ワーク通信モジュール１２３０を通じてコアネットワーク１３０－ａと通信し得る。
【０１０９】
　[0128]　基地局１０５－ｈは、プロセッサ１２０５、メモリ１２１５（ソフトウェア（
ＳＷ）１２２０を含む）、トランシーバ１２３５、およびアンテナ１２４０を含み得、そ
れらの各々が、直接的または間接的に、互いに（例えば、バスシステム１２４５を通じて
）通信し得る。トランシーバ１２３５は、マルチモードデバイスであり得る、ＵＥ１１５
と、アンテナ１２４０を介して、双方向に通信するように構成され得る。トランシーバ１
２３０（および／または基地局１０５－ｈの他のコンポーネント）は、また、１つまたは
複数の他の基地局（図示せず）と、アンテナ１２４０を介して双方向に通信するように構
成され得る。トランシーバ１２３５は、パケットを変調し、変調されたパケットを送信の
ためにアンテナ１２４０に提供するように、そしてアンテナ１２４０から受信されたパケ
ットを復調するように構成されたモデムを含み得る。基地局１０５－ｈは、各々が１つま
たは複数の関連付けられたアンテナ１２４０を備える、マルチプルなトランシーバを含み
得る。トランシーバは、図９の結合された受信機９０５および送信機９１５の一例であり
得る。
【０１１０】
　[0129]　メモリ１２１５は、ＲＡＭおよびＲＯＭを含み得る。メモリ１２１５は、また
、実行されたときに、本明細書に記載の様々な機能（例えば、ＴＡＧを設定する、ＰＵＣ
ＣＨセルグループを設定する、ＴＡＧおよびＰＵＣＣＨセルグループを関連付ける、など
）をプロセッサ１２０５に実施させるように構成された命令を含む、コンピュータ読取可
能でコンピュータ実行可能なソフトウェアコード１２２０を記憶し得る。代替的に、ソフ
トウェアコード１２２０は、プロセッサ１２０５によって直接的に実行可能ではないが、
例えば、コンパイルされ実行されたときに、コンピュータに本明細書に記載の機能を実施
させるように構成されることもできる。
【０１１１】
　[0130]　プロセッサ１２０５は、インテリジェントハードウェアデバイス、例えば、Ｃ
ＰＵ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得る。プロセッサ１２０５は、エンコ
ーダ、キュー処理モジュール、ベースバンドプロセッサ、ラジオヘッドコントローラ、デ
ジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）などのような様々な特殊目的プロセッサを含み得る。い
くつかの実施形態では、モジュールは、本明細書に記載された機能を果たす専用のハード
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ウェア（例えば、回路または回路構成）において実行されることができる。
【０１１２】
　[0131]　図１３は、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨのためのタイミン
グアライメントプロシージャのための方法１３００を例示するフローチャートを示す。方
法１３００の動作は、図１～図８を参照して説明したように、ＵＥ１１５またはそのコン
ポーネントによって実装され得る。特定の実施例では、方法１３００の動作は、図５～図
８を参照して説明したように、タイミングアライメントモジュール５１０または８１０に
よって実施され得る。いくつかの実施例では、ＵＥ１１５は、後述する機能を果たすよう
にＵＥ１１５の機能的要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加的にまた
は代替的に、ＵＥ１１５は、特殊目的ハードウェアを使用して後述する態様機能を実施す
ることもできる。
【０１１３】
　[0132]　ブロック１３０５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照して前述したよ
うにＴＡＧのセットを識別し得る。特定の実施例では、ブロック１３０５の動作は、図６
を参照して前述したようにＴＡＧ識別モジュール６０５によって実施され得る。
【０１１４】
　[0133]　ブロック１３１０において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照して前述したよ
うに、第１のＰＵＣＣＨセルグループと第２のＰＵＣＣＨセルグループとを備えるＰＵＣ
ＣＨセルグループのセットを識別し得る。特定の実施例では、ブロック１３１０の動作は
、図６を参照して前述したようにＰＵＣＣＨ　ＣＧ識別モジュール６１０によって実施さ
れ得る。
【０１１５】
　[0134]　ブロック１３１５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照して前述したよ
うに、ＴＡＧのセットとＰＵＣＣＨセルグループのセットとの間の関連付けに基づいてタ
イミングアライメントプロシージャを決定し得る。特定の実施例では、ブロック１３１５
の動作は、図６を参照して前述したようにアライメント処理モジュール６１５によって実
施され得る。
【０１１６】
　[0135]　図１４は、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨのためのタイミン
グアライメントプロシージャのための方法１４００を例示するフローチャートを示す。方
法１４００の動作は、図１～図８を参照して説明したように、ＵＥ１１５またはそのコン
ポーネントによって実装され得る。特定の実施例では、方法１４００の動作は、図５～図
８を参照して説明したように、タイミングアライメントモジュール５１０または８１０に
よって実施され得る。いくつかの実施例では、ＵＥ１１５は、後述する機能を果たすよう
にＵＥ１１５の機能的要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加的にまた
は代替的に、ＵＥ１１５は、特殊目的ハードウェアを使用して後述する態様機能を実施す
ることもできる。方法１４００は、また、図１３の方法１３００の諸態様を組み込むこと
ができる。
【０１１７】
　[0136]　ブロック１４０５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照して前述したよ
うにＴＡＧのセットを識別し得る。特定の実施例では、ブロック１４０５の動作は、図６
を参照して前述したようにＴＡＧ識別モジュール６０５によって実施され得る。
【０１１８】
　[0137]　ブロック１４１０において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照して前述したよ
うに、第１のＰＵＣＣＨセルグループと第２のＰＵＣＣＨセルグループとを備えるＰＵＣ
ＣＨセルグループのセットを識別し得る。特定の実施例では、ブロック１４１０の動作は
、図６を参照して前述したようにＰＵＣＣＨ　ＣＧ識別モジュール６１０によって実施さ
れ得る。
【０１１９】
　[0138]　ブロック１４１５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照して前述したよ
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うに、ＴＡＧのセットとＰＵＣＣＨセルグループのセットとの間の関連付けに基づいてタ
イミングアライメントプロシージャを決定し得る。特定の実施例では、ブロック１４１５
の動作は、図６を参照して前述したようにアライメント処理モジュール６１５によって実
施され得る。
【０１２０】
　[0139]　ブロック１４２０において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照して前述したよ
うに、ＴＡＧのセットの各ＴＡＧについて時間アライメントタイマを開始し得る。特定の
実施例では、ブロック１４２０の動作は、図７を参照して前述したように時間アライメン
トタイマ７０５によって実施され得る。
【０１２１】
　[0140]　ブロック１４２５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照して前述したよ
うに、時間アライメントタイマが満了すると、第１または第２のＰＵＣＣＨセルグループ
のうちの少なくとも１つのサービングセルについてタイミングアライメントプロシージャ
を実施し得る。特定の実施例では、ブロック１４２５の動作は、図６を参照して前述した
ようにアライメント処理モジュール６１５によって実施され得る。
【０１２２】
　[0141]　図１５は、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨのためのタイミン
グアライメントプロシージャのための方法１５００を例示するフローチャートを示す。方
法１５００の動作は、図１～図８を参照して説明したように、ＵＥ１１５またはそのコン
ポーネントによって実装され得る。特定の実施例では、方法１５００の動作は、図５～図
８を参照して説明したように、タイミングアライメントモジュール５１０または８１０に
よって実施され得る。いくつかの実施例では、ＵＥ１１５は、後述する機能を果たすよう
にＵＥ１１５の機能的要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加的にまた
は代替的に、ＵＥ１１５は、特殊目的ハードウェアを使用して後述する態様機能を実施す
ることもできる。方法１５００は、また、図１３および図１４の方法１３００および１４
００の諸態様を組み込むことができる。
【０１２３】
　[0142]　ブロック１５０５において、ＵＥ１１５は、図２Ａを参照して前述したように
ＴＡＧのセットを識別し得る。ＴＡＧのセットは、ｐＴＡＧからなるものであり得る。特
定の実施例では、ブロック１５０５の動作は、図６を参照して前述したようにＴＡＧ識別
モジュール６０５によって実施され得る。
【０１２４】
　[0143]　ブロック１５１０において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照して前述したよ
うに、第１のＰＵＣＣＨセルグループと第２のＰＵＣＣＨセルグループとを備えるＰＵＣ
ＣＨセルグループのセットを識別し得る。特定の実施例では、ブロック１５１０の動作は
、図６を参照して前述したようにＰＵＣＣＨ　ＣＧ識別モジュール６１０によって実施さ
れ得る。
【０１２５】
　[0144]　ブロック１５１５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照して前述したよ
うに、第１および第２のＰＵＣＣＨセルグループとプライマリＴＡＧ（ｐＴＡＧ）との間
の関連付けを識別し得る。特定の実施例では、ブロック１５１５の動作は、図７を参照し
て前述したように関連付け識別モジュール７１０によって実施され得る。
【０１２６】
　[0145]　ブロック１５２０において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照して前述したよ
うに、ｐＴＡＧとＰＵＣＣＨセルグループのセットとの間の関連付けに基づいてタイミン
グアライメントプロシージャを決定し得る。特定の実施例では、ブロック１５２０の動作
は、図６を参照して前述したようにアライメント処理モジュール６１５によって実施され
得る。
【０１２７】
　[0146]　図１６は、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨのためのタイミン
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グアライメントプロシージャのための方法１６００を例示するフローチャートを示す。方
法１６００の動作は、図１～図８を参照して説明したように、ＵＥ１１５そのコンポーネ
ントによって実装され得る。特定の実施例では、方法１６００の動作は、図５～図８を参
照して説明したように、タイミングアライメントモジュール５１０または８１０によって
実施され得る。いくつかの実施例では、ＵＥ１１５は、後述する機能を果たすようにＵＥ
１１５の機能的要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加的にまたは代替
的に、ＵＥ１１５は、特殊目的ハードウェアを使用して後述する態様機能を実施すること
もできる。方法１６００は、また、図１３～図１５の方法１３００、１４００、１５００
の諸態様を組み込むことができる。
【０１２８】
　[0147]　ブロック１６０５において、ＵＥ１１５は、図２Ｂおよび図２Ｃを参照して前
述したようにＴＡＧのセットを識別し得る。ＴＡＧのセットは、ｐＴＡＧとｐｓＴＡＧと
を含み得る。特定の実施例では、ブロック１６０５の動作は、図６を参照して前述したよ
うにＴＡＧ識別モジュール６０５によって実施され得る。
【０１２９】
　[0148]　ブロック１６１０において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照して前述したよ
うに、第１のＰＵＣＣＨセルグループと第２のＰＵＣＣＨセルグループとを含むＰＵＣＣ
Ｈセルグループのセットを識別し得る。特定の実施例では、ブロック１６１０の動作は、
図６を参照して前述したようにＰＵＣＣＨ　ＣＧ識別モジュール６１０によって実施され
得る。
【０１３０】
　[0149]　ブロック１６１５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照して前述したよ
うに、プライマリＴＡＧ（ｐＴＡＧ）と第１のＰＵＣＣＨセルグループとの間の関連付け
を識別し得る。特定の実施例では、ブロック１６１５の動作は、図７を参照して前述した
ように関連付け識別モジュール７１０によって実施され得る。
【０１３１】
　[0150]　ブロック１６２０において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照して前述したよ
うに、ＰＵＣＣＨセカンダリＴＡＧ（ｐｓＴＡＧ）と第２のＰＵＣＣＨセルグループとの
間の関連付けを識別し得る。特定の実施例では、ブロック１６２０の動作は、図７を参照
して前述したように関連付け識別モジュール７１０によって実施され得る。
【０１３２】
　[0151]　ブロック１６２５において、ＵＥ１１５は、図２～図４を参照して前述したよ
うに、ＴＡＧのセットとＰＵＣＣＨセルグループのセットとの間の関連付けに基づいてタ
イミングアライメントプロシージャを決定し得る。特定の実施例では、ブロック１６２５
の動作は、図６を参照して前述したようにアライメント処理モジュール６１５によって実
施され得る。
【０１３３】
　[0152]　図１７は、本開示の様々な態様による、デュアルＰＵＣＣＨのためのタイミン
グアライメントプロシージャのための方法１７００を例示するフローチャートを示す。方
法１７００の動作は、図１～図１２を参照して説明したように、基地局１０５およびその
コンポーネントによって実装され得る。特定の実施例では、方法１７００の動作は、図９
～図１２を参照して説明したように、タイミング設定モジュール９１０または１２１０に
よって実施され得る。いくつかの実施例では、基地局１０５は、後述する機能を果たすよ
うに基地局１０５の機能的要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加的に
または代替的に、基地局１０５は、特殊目的ハードウェアを使用して後述する態様機能を
実施することもできる。方法１７００は、また、図１３～図１６の方法１３００、１４０
０、１５００、および１６００の諸態様を組み込むことができる。
【０１３４】
　[0153]　ブロック１７０５において、基地局１０５は、図２～図４を参照して前述した
ように、ＵＥのためにプライマリタイミング調整グループ（ｐＴＡＧ）を設定し得る。特



(30) JP 6622286 B2 2019.12.18

10

20

30

40

50

定の実施例では、ブロック１７０５の動作は、図１０を参照して前述したようにＴＡＧ設
定モジュール１００５によって実施され得る。
【０１３５】
　[0154]　ブロック１７１０において、基地局１０５は、ＵＥのためにＰＵＣＣＨセルグ
ループのセットを設定し得、ＰＵＣＣＨセルグループのセットは、図２～図４を参照して
前述したように、第１のＰＵＣＣＨセルグループと第２のＰＵＣＣＨセルグループとを備
える。特定の実施例では、ブロック１７１０の動作は、図１０を参照して前述したように
ＰＵＣＣＨ　ＣＧ設定モジュール１０１０によって実施され得る。
【０１３６】
　[0155]　ブロック１７１５において、基地局１０５は、図２～図４を参照して前述した
ようにｐＴＡＧのサービングセルのセットを第１のＰＵＣＣＨセルグループに関連付け得
る。特定の実施例では、ブロック１７１５の動作は、図１０を参照して前述したように関
連付けモジュール１０１５によって実施され得る。
【０１３７】
　[0156]　したがって、方法１３００、１４００、１５００、１６００、および１７００
は、デュアルＰＵＣＣＨのためのタイミングアライメントプロシージャを提供し得る。方
法１３００、１４００、１５００、１６００、および１７００が可能な実装形態を記載す
るのであって、動作およびステップは、他の実装形態が可能なようにアレンジし直され、
または他の何らかの形で修正され得ることに留意すべきである。いくつかの実施例では、
方法１３００、１４００、１５００、１６００、および１７００のうちの２つ以上からの
態様が組み合わされ得る。
【０１３８】
　[0157]　添付の図面に関して上述された詳細な説明は、例示的な実施形態を説明してお
り、インプリメントされうるまたは特許請求の範囲内にあるすべての実施形態を表すもの
ではない。「例（example）」または「例示的な（exemplary）」という用語は、本明細書
中で使用されるとき、「例、実例、または説明の役割を果たす」ことを意味しており、「
好ましい」または「他の例に対して有利である」ことを意味するものではない。詳細な説
明は、説明された技法の理解を提供する目的として特定の詳細を含む。これらの技法は、
しかしながら、これらの特定の詳細なしに実施されうる。いくつかの例では、周知の構造
およびデバイスは、説明された実施形態の概念を曖昧にすることを回避するためにブロッ
ク図の形で示されている。
【０１３９】
　[0158]　情報および信号は、様々な異なる技術および技法のうちの任意のものを用いて
表わされうる。例えば、上記の説明の全体にわたって参照され得る、データ、命令、コマ
ンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場また
は磁粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組み合わせによって表わされ得
る。
【０１４０】
　[0159]　本明細書での開示に関連して説明された様々な例示的なブロックおよびモジュ
ールは、汎用プロセッサ、ＤＳＰ、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡまたは他のプログラマブル論理デ
バイス、ディスクリートゲートまたはトランジスタ論理、ディスクリートハードウェアコ
ンポーネント、あるいは本明細書で説明された機能を果たすように設計されたそれらの任
意の組み合わせを用いてインプリメントまたは実施されうる。汎用プロセッサは、マイク
ロプロセッサであり得るが、代替において、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コ
ントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシンであり得る。プロセッサはま
た、計算デバイスの組み合わせ、例えば、ＤＳＰおよびマイクロプロセッサの組み合わせ
、多数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携した１つまたは多数のマイクロプロセッ
サ、あるいは任意の他のそのような構成としてインプリメントされうる。
【０１４１】
　[0160]　本明細書で説明された機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行される
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ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組み合わせでインプリメントされ
うる。プロセッサによって実行されるソフトウェアでインプリメントされる場合、機能は
、１つまたは複数の命令またはコードとして、コンピュータ可読媒体に記憶され、または
コンピュータ可読媒体を通じて送信され得る。他の例およびインプリメンテーションは、
本開示および添付の特許請求の範囲内にある。例えば、ソフトウェアの性質により、上記
に説明された機能は、プロセッサによって実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファ
ームウェア、ハードワイヤリング、またはこれらのうちのいずれかの組み合わせを使用し
てインプリメントされうる。機能をインプリメントする特徴はまた、機能の一部が異なる
物理的ロケーションでインプリメントされるように分散されることを含めて、様々な位置
に物理的に配置されうる。また、請求項を含む本明細書で使用される場合、項目のリスト
（例えば、「のうちの少なくとも１つ」または「のうちの１つまたは複数」のようなフレ
ーズで始まる項目のリスト）において使用されるような「または（or）」は、例えば「Ａ
、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」のリストが、Ａ、またはＢ、またはＣ、または
ＡＢ、またはＡＣ、またはＢＣ、またはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味
するような選言的なリスト（disjunctive list）を示す。
【０１４２】
　[0161]　コンピュータ読取り可能な媒体は、１つの場所から別の場所へのコンピュータ
プログラムの移動を容易にする任意の媒体を含む非一時的なコンピュータ記憶媒体および
通信媒体の両方を含む。非一時的な記憶媒体は、汎用または特殊用途コンピュータによっ
てアクセスされることができる任意の利用可能な媒体でありうる。限定ではなく一例とし
て、非一時的なコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、電気的消去可能プログラマブ
ル読取専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、コンパクトディスク（ＣＤ）ＲＯＭま
たはその他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたはその他の磁気ストレ
ージデバイス、あるいは、データ構造または命令の形式で所望のプログラムコード手段を
記憶または搬送するために使用可能であり、かつ汎用もしくは専用コンピュータまたは汎
用もしくは専用プロセッサによってアクセスされうるその他任意の媒体を備えうる。また
、任意の接続が、非一時的なコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。例えば、ソフトウ
ェアがウェブサイト、サーバ、または他の遠隔ソースから、同軸ケーブル、光ファイバー
ケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、あるいは赤外線、無線、およ
びマイクロ波のようなワイヤレス技法を使用して送信される場合、同軸ケーブル、光ファ
イバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、あるいは赤外線、無線、およびマイクロ波のよ
うなワイヤレス技法は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用される場合、ディスク（
disk）およびディスク（disc）は、ＣＤ、レーザーディスク（登録商標）、光ディスク、
デジタル多目的ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク、およびブルーレ
イ（登録商標）ディスクを含み、ここで、ディスク（disks）は、通常、磁気的にデータ
を再生し、他方、ディスク（discs）は、レーザーを用いて光学的にデータを再生する。
上記の組み合わせもまた、非一時的なコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１４３】
　[0162]　本開示の先の説明は、当業者が本開示を製造または使用することを可能にする
ために提供される。本開示への様々な修正は、当業者にとって容易に明らかであり、ここ
に定義された一般的な原理は、本開示の範囲から逸脱することなく、他の変形形態に適用
されうる。したがって、本開示は、ここに説明された例および設計に限定されるべきでは
なく、ここに開示された原理および新規な特徴と矛盾しない最も広い範囲を与えられるべ
きである。
【０１４４】
　[0163]　本明細書に記載された技術は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接
続（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡ、およ
び他のシステムなどの様々なワイヤレス通信システムのために使用され得る。用語「シス
テム」および「ネットワーク」はしばしば交換可能に使用される。ＣＤＭＡシステムは、
ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）、等のような無線技術を
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実装し得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５およびＩＳ－８５６規格
をカバーする。ＩＳ－２０００リリース０およびＡは、一般的に、ＣＤＭＡ２０００　１
Ｘ、１Ｘ、等と呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、一般的に、ＣＤＭＡ２０
００　１ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ）、等と呼ばれる。ＵＴＲＡは、
広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他のバリエーションを含む
。ＴＤＭＡシステムは、移動体通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標））のよう
な無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡシステムは、ウルトラモバイルブロードバンド（Ｕ
ＭＢ）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥ
ＥＥ８０２．１６（ＷｉＭａｘ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ等の無
線技術を実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュ
ニケーションシステム（ＵＭＴＳ）の一部である。ロングタームエボリューション（ＬＴ
Ｅ（登録商標））およびＬＴＥ－アドバンスド（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用す
るユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）の新しいリリース
である。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、および移動体通信用
グローバルシステム（ＧＳＭ）は、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰ
Ｐ（登録商標））という名称の団体による文書で説明されている。ＣＤＭＡ２０００およ
びＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）という名称の
団体からの文書内において説明されている。本明細書で説明される技法は、上述されたシ
ステムおよび無線技術ならびに他のシステムおよび無線技術に対して使用されうる。しか
しながら上記の説明は、例示の目的でＬＴＥシステムを説明しており、ＬＴＥ用語が上記
の説明のほとんどにおいて使用されているけれども、その技法はＬＴＥアプリケーション
を超えて適用可能である。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信の方法であって、
　　タイミング調整グループ（ＴＡＧ）のセットを識別することと、
　　第１の物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）セルグループと第２のＰＵＣＣ
Ｈセルグループとを備える、ＰＵＣＣＨセルグループのセットを識別することと、
　　ＴＡＧの前記セットとＰＵＣＣＨセルグループの前記セットとの間の関連付けに基づ
いてタイミングアライメントプロシージャを決定することと、
　を備える方法。
［Ｃ２］
　ＴＡＧの前記セットの各ＴＡＧについて時間アライメントタイマを開始することと、
　前記時間アライメントタイマが満了したら前記第１または第２のＰＵＣＣＨセルグルー
プのうちの少なくとも１つのサービングセルについて前記タイミングアライメントプロシ
ージャを実施することと、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記タイミングアライメントプロシージャは、ＰＵＣＣＨイネーブルドセルにおいてＰ
ＵＣＣＨをリリースするように無線リソース制御（ＲＲＣ）コントロールエンティティに
通知すること、ＳＲＳをリリースするように前記ＲＲＣコントロールエンティティに通知
すること、サービングセルについてハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）バッファをフ
ラッシュすること、サービングセルについてダウンリンク（ＤＬ）割当てをクリアするこ
と、またはサービングセルについてアップリンク（ＵＬ）グラントをクリアすること、の
うちの少なくとも１つを備える、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　ＰＵＣＣＨセルグループの前記セットとプライマリＴＡＧ（ｐＴＡＧ）との間の関連付
けを識別することをさらに備え、
　ＴＡＧの前記セットは、前記ｐＴＡＧからなる、
　Ｃ１に記載の方法。
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［Ｃ５］
　前記ｐＴＡＧについて時間アライメントタイマを開始することと、
　前記時間アライメントタイマが満了したら、ＰＵＣＣＨセルグループの前記セットのサ
ービングセルについて、タイミングアライメントプロシージャを実施することと、
　をさらに備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］
　プライマリＴＡＧ（ｐＴＡＧ）と前記第１のＰＵＣＣＨセルグループとの間の関連付け
を識別することと、
　ＰＵＣＣＨセカンダリＴＡＧ（ｐｓＴＡＧ）と前記第２のＰＵＣＣＨセルグループとの
間の関連付けを識別することと、をさらに備え、
　ＴＡＧの前記セットは、前記ｐＴＡＧと前記ｐｓＴＡＧとを備える、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記ｐＴＡＧについての第１の時間アライメントタイマと、前記ｐｓＴＡＧについての
第２の時間アライメントタイマとを開始することと、
　前記第１の時間アライメントタイマが満了したら前記第１のＰＵＣＣＨセルグループの
サービングセルについて、または前記第２の時間アライメントタイマが満了したら前記第
２のＰＵＣＣＨセルグループのサービングセルについて、タイミングアライメントプロシ
ージャを実施することと、
　をさらに備える、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ８］
　セカンダリＴＡＧ（ｓＴＡＧ）と前記第１または第２のＰＵＣＣＨセルグループのいず
れかとの間の関連付けを識別することをさらに備え、
　ＴＡＧの前記セットは、前記ｓＴＡＧを備える、
　Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ９］
　セカンダリＴＡＧ（ｓＴＡＧ）の第１のサービングセルと前記第１のＰＵＣＣＨセルグ
ループとの間の関連付けを識別することと、
　前記ｓＴＡＧの第２のサービングセルと前記第２のＰＵＣＣＨセルグループとの間の関
連付けを識別することとをさらに備え、
　ＴＡＧの前記セットは、前記ｓＴＡＧを備える、
　Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記ｐＴＡＧについての第１の時間アライメントタイマと、前記ｐｓＴＡＧについての
第２の時間アライメントタイマとを開始することと、
　前記第１の時間アライメントタイマが満了したら前記第１のＰＵＣＣＨセルグループに
関連付けられたサービングセルについて、または前記第２の時間アライメントタイマが満
了したら前記第２のＰＵＣＣＨセルグループに関連付けられたサービングセルについて、
時間アライメントプロシージャを実施することと、
　をさらに備える、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記第１のＰＵＣＣＨセルグループは、プライマリセル（ＰＣｅｌｌ）を備えるサービ
ングセルのセットであり、
　前記第２のＰＵＣＣＨセルグループは、ＰＵＣＣＨイネーブルドセカンダリセル（ＰＳ
Ｃｅｌｌ）を備えるサービングセルのセットである、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１２］
　ＴＡＧの前記セットとＰＵＣＣＨセルグループの前記セットとの間の前記関連付けは、
非対称である、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１３］
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　基地局におけるワイヤレス通信の方法であって、
　　ユーザ機器（ＵＥ）のためにプライマリタイミング調整グループ（ｐＴＡＧ）を設定
することと、
　　前記ＵＥのために物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）セルグループのセッ
トを設定することと、ここで、ＰＵＣＣＨセルグループの前記セットは、第１のＰＵＣＣ
Ｈセルグループと第２のＰＵＣＣＨセルグループとを備える、
　　前記ｐＴＡＧのサービングセルの第１のセットを前記第１のＰＵＣＣＨセルグループ
に関連付けることと、
　を備える方法。
［Ｃ１４］
　前記ｐＴＡＧのサービングセルの第２のセットを前記第２のＰＵＣＣＨセルグループに
関連付けることをさらに備える、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記第１のＰＵＣＣＨセルグループおよび前記第２のＰＵＣＣＨセルグループは、前記
ＵＥのためのサービングセルからなる、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記ＵＥのためにＰＵＣＣＨセカンダリタイミング調整グループ（ＴＡＧ）（ｐｓＴＡ
Ｇ）を設定することと、
　前記ｐｓＴＡＧを前記第２のＰＵＣＣＨセルグループに関連付けることと、
　をさらに備える、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記ＵＥのためにセカンダリＴＡＧ（ｓＴＡＧ）を設定することと、
　前記ｓＴＡＧを前記第１または第２のＰＵＣＣＨセルグループのいずれかに関連付ける
ことと、
　をさらに備える、Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記ＵＥのためにセカンダリＴＡＧ（ｓＴＡＧ）を設定することと、
　前記ｓＴＡＧのサービングセルの第１のセットを前記第１のＰＵＣＣＨセルグループに
関連付けることと、
　前記ｓＴＡＧのサービングセルの第２のセットを前記第２のＰＵＣＣＨセルグループに
関連付けることと、
　をさらに備える、Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前記第１のＰＵＣＣＨセルグループは、プライマリセル（ＰＣｅｌｌ）を備えるサービ
ングセルのセットであり、
　前記第２のＰＵＣＣＨセルグループは、ＰＵＣＣＨイネーブルドセカンダリセル（ＰＳ
Ｃｅｌｌ）を備えるサービングセルのセットである、
　Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ２０］
　前記ｐＴＡＧおよびＰＵＣＣＨセカンダリＴＡＧ（ｐｓＴＡＧ）について時間アライメ
ントタイマを開始することをさらに備える、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ２１］
　セカンダリＴＡＧ（ｓＴＡＧ）について時間アライメントタイマを開始することをさら
に備える、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ２２］
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　　タイミング調整グループ（ＴＡＧ）のセットを識別するための手段と、
　　第１の物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）セルグループと第２のＰＵＣＣ
Ｈセルグループとを備える、ＰＵＣＣＨセルグループのセットを識別するための手段と、
　　ＴＡＧの前記セットとＰＵＣＣＨセルグループの前記セットとの間の関連付けに基づ
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いてタイミングアライメントプロシージャを決定するための手段と、
　を備える装置。
［Ｃ２３］
　ＴＡＧの前記セットの各ＴＡＧについて時間アライメントタイマを開始するための手段
と、
　前記時間アライメントタイマが満了したら前記第１または第２のＰＵＣＣＨセルグルー
プのうちの少なくとも１つのサービングセルについて前記タイミングアライメントプロシ
ージャを実施するための手段と、
　をさらに備える、Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記タイミングアライメントプロシージャは、ＰＵＣＣＨイネーブルドセルにおいてＰ
ＵＣＣＨをリリースするように無線リソース制御（ＲＲＣ）コントロールエンティティに
通知すること、ＳＲＳをリリースするように前記ＲＲＣコントロールエンティティに通知
すること、サービングセルについてハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）バッファをフ
ラッシュすること、サービングセルについてダウンリンク（ＤＬ）割当てをクリアするこ
と、またはサービングセルについてアップリンク（ＵＬ）グラントをクリアすること、の
うちの少なくとも１つを備える、Ｃ２３に記載の装置。
［Ｃ２５］
　ＰＵＣＣＨセルグループの前記セットとプライマリＴＡＧ（ｐＴＡＧ）との間の関連付
けを識別するための手段をさらに備え、
　ＴＡＧの前記セットは、前記ｐＴＡＧからなる、
　Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２６］
　プライマリＴＡＧ（ｐＴＡＧ）と前記第１のＰＵＣＣＨセルグループとの間の関連付け
を識別するための手段と、
　ＰＵＣＣＨセカンダリＴＡＧ（ｐｓＴＡＧ）と前記第２のＰＵＣＣＨセルグループとの
間の関連付けを識別するための手段と、をさらに備え、
　ＴＡＧの前記セットは、前記ｐＴＡＧと前記ｐｓＴＡＧとを備える、
　Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記第１のＰＵＣＣＨセルグループは、プライマリセル（ＰＣｅｌｌ）を備えるサービ
ングセルのセットであり、
　前記第２のＰＵＣＣＨセルグループは、ＰＵＣＣＨイネーブルドセカンダリセル（ＰＳ
Ｃｅｌｌ）を備えるサービングセルのセットである、
　Ｃ２２に記載の装置。
［Ｃ２８］
　基地局におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　　ユーザ機器（ＵＥ）のためにプライマリタイミング調整グループ（ｐＴＡＧ）を設定
するための手段と、
　　前記ＵＥのために物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）セルグループのセッ
トを設定するための手段と、ここで、ＰＵＣＣＨセルグループの前記セットは、第１のＰ
ＵＣＣＨセルグループと第２のＰＵＣＣＨセルグループとを備える、
　　前記ｐＴＡＧのサービングセルの第１のセットを前記第１のＰＵＣＣＨセルグループ
に関連付けるための手段と、
　を備える装置。
［Ｃ２９］
　前記ｐＴＡＧのサービングセルの第２のセットを前記第２のＰＵＣＣＨセルグループに
関連付けるための手段をさらに備える、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３０］
　前記第１のＰＵＣＣＨセルグループおよび前記第２のＰＵＣＣＨセルグループは、前記
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